
道

民

所

得

一調

査

沓
ハ
料

の

分

析

、

一132-一 一

道

民

所

得

調

査

資

料

の
分

析

ざ

長

谷

部

..亮

一

(132)

一

地
方
経
濟
プ

ロ
ツ
ク

に
お
け

る
國
民
所
得

(
縣
民
所

得
)
を
調
査

し
よ
う
と
い
う
氣
運

が
最
近
俄

か

に
お
こ
辺

つ
つ
あ

る
が
、
・北
海
道

の
道

民
所
得
調
査
は
昭
和
二
十
四
年

八
月

に
薯
手

さ
れ
・
、
現
在
ま

で

の
と
こ
ろ
そ

の
二
十

三
年
度

に
つ
い

て
生
産
面

誇
よ
び
分
配
面

か
ら

な

さ
れ
た
結
果

が
公
表

せ
ら
れ

て
い
る
。
即
ち
、

侮

北
海
道
行
政

調
査
室

「
昭
和

二
十
三
年
度
北
海
道
生
産
道
民
所
得
調
査
結
果
報
告
」

〔
道
民
所
得
調
査
資
料
第

一
號
〕
昭

和
二
十
五

年

五
月

・
本
文

一
七
,二
頁
他

に
圖
表

三
統
計
表

一
折
り
込
み

,

②

北
海
道
総
合
開
稜
委
員
会
藩
務
局

「
昭
和
二
十
三
年
度

北
海
道
道
民
所
得
調
査
結
果
報

告
」

〔
道
民
所
得
資

料
第

二
號

。
総

合
開

襲

資

料
第

十
六
號
〕

昭
和

二
十
五
年

九
月

・
圖
表
三
統
計
表

二
折
り
込

み
を
含
み
七

六
頁

(
た
だ
し
二
七
頁
ま

で
生
産
道
民
所
得

に
關
す

　
　

　

'
る
前
記
調
査
を
再

録
)

◎

'

轟

が
こ
れ

で
あ

る
。
な

お
こ

の
外

に

「
二
十
三
年
度
道
民
支

出

」
お
よ
び

「
二
十
四
年
度
分
配
所

得
」

の
推

計
も
殆

ん
ど
出
來
あ
が
り
、
近

へく
そ

の
結
果
が
公
表

さ
れ

る
豫
定

と
聞
く
。



(133)

1

以
下

の
引
用

に
お

い
て
は
①

な

(
即
同
●)

働
な

(
U
・H
)
と
略
稻
す

ろ
。

/

ぢ

　

い
ま
生
産
道

民
所
得

・
分
配
道
民
所
得

の
総
額
お
よ
び
そ

の
構

成
内
容
を

.一
覧
的

に
示
せ
ば
、
第

一
表

・
第

二
表

の
ご
と
く
に
な

る
。

_133_

(第 一 表)

昭、和23年 度 北 海 道 生 産 道 民 所 得 宮

(軍位千圓)

25,633,493

ノ

4,054,510

11,204,938

,694,768

5,476,260

22,350,743

18,652,333

/
2,753,{502

838,736

98,495

6,693

3,282,750

産

漿

樹

螢

螢

産
、

-
産

農

疏

果

、

螢

.　

ク

 私

官

公

農

●

・

●

・

・

畜

イ

ロ

ハ

ニ

永

L

2

3,383,311

3,248,497

134,814

t4,609

266,774

330,484 、

32,272

37,060

 

材

材

・

,

材

薪

薪

炭

獣

産

用

用

用

林

般

炭

通

鳥

ス

殊

一

薪

素

.

σ

ガ

並
日

木

野

特

イ

ロ

ー
。

、、

2

3

4

5
。

6

5,027,040

83,108

φ,094,789

1.'

2.

3.

漁 掛

養 殖

生産者一貫加工

427,081

1,007,161

260,526

 

業

業

業取

,̀
産

炭

採石

・

鑛

石

土

-

n∠

角)

1,4Q1,347

4,074,913

2,435,248

933,986

705,679

も

L建 築 業

2・ 土 木 工 事 業

イ.國 費 土木 工事業

ロ・撹費 土木工事 業

ハ・市町村土木 工事業

1,454,296

1,269,181

4;425,004

1.金 属 工 業

2.機 械 器 具 工業

3.化 學 工 業

 

業1農

・ハ

業11林

111水 産 業

業lIV鑛

V建 設工業

⑬

VI製 造工業

 

!道

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析



護

慰

調
嚢

避
の
薪

一134_

28,962,487

塾

667,056

12,173,619

1,299,240

15,6298,37

414,659

336;676
、

3;034,731

4,H7,920

422,455

323,625
'5

,951,524

(21,750;071)

4.窒 業 及 土石 工業 ＼

5.紡 績 工 業

6・ 製 材及木 製品工業

7.食 料 品 工i業

8.印 刷 及 製 本 業

9.そ の 他 の 工i業

10.脆 漏 調 ～製

(年 度 延 ㍉長)

559,766・,

248,736

311,030

38,106

69,184e,

2,162,792

764,116

124,268

7,274,127

738,057

487,425

532,252

90,582

電

電

業

'
業

業

業

業

業

業

商

業

業

業

"

亨

檀
.

行

触

扱

氣
詳

.
道
.
萱
翻
版
萱
蹄
濃

電

・

●

ガ

水

卸

各

出

小

露

帳
物

倉

不

 L

旨

ロ

2

三

L

島

3

4

三

6

τ

、
a

'

748,891

20,右05

418,lI'1

10,818

16,006

28,701

56,208

1.銀 行 業

2.特 殊 銀 行 業 ・

3.保'険 業

4・ 証 券t業

5.信 用 組 合 業

'6
.'無 鑑 業

7.""k鍵 貸 付 業 ●

10,184,790

3,438,564

2,006,A83

3,232,256

915,192

業

漿

業

,
業

業揚

蓮
溶

,
轟

,
'

 理

陸

水

通

接

髪理

1

9
歯

3

1

轟∠

＼ (134)

氣
業

電
道

、

業

水
ス
及

ガ
業

11V

VI]1商 業

Ix金 融 業

x蓮 紬 信業

XIサ ー ビ ス 業

/

 〉



(

(135)一135一

■

＼

XII自 由 業

○

'

-

X1ユ1公 務 及 團 体

'

XIVそ の他 の産業
'

xv縫 器

3・ 勢 務 供給 周旋 業

奪 娯 樂 興b行 業

旦 そ の他 のサ ービス業

(間 接 税 控 除)

■

10,99i

811,976`

409,947

(5,380,363) 4,499,461

一

一

4,325,836

0β

/

A

4,746,245

「-

727,336

。622,771

覧

L讐 療 衛 生

2・ 教 育 、

3.試.験 研 究

4.宗 教'
5.法i務

6。 著 述 業

7.・ そ の1他
r

1,363,694

2,156,973
、

78,630

583,777

タ7,779

72,784

2馬199

1.國 家 事 務

2.道 事 務 ・

3.市 町 村 事 務

4團 体

853,442

1,009,587

1,6!8,144

、

、1,265,072'

〆1

1.野 犬 撲 殺 業

2.・ 進 駐 軍 關 係
亀

800
'

726,536

、

1.家
.賃.

2.地 代

501,997

120,774

総,計 3
ハ

q} 131,728,081

9

(軍位千圓)

(第=表)

昭 和23年 度 北 海 道 分 配 道 民 所 得 曾

'

6,169,169

2,257,356

1,883,950

2,027,863

59,135,753

12,694,029

5,701,039

12,344,371

 

業

業

業

業

業

業

業

業

産

産

工

工

水

'
設

造

林

農

林

水

鑛

建

製

農

.

●

●
.
螢

イ

ロ

ハ

イ

ロ

や

い

2

1勤 勢 所 得

 

＼
"道

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析



道

民

所

得

調

査

資

料
皿
の

分

析

ノ

、『

/

一136一

65,358,!44

64,A83,626

691,269

228,213i

139,602

553,970

2,232,478

945,908

13,997,156

748,547

2,406,448

4,746,245

2,765,562

53,222

及
.
業

業

業

業

業

体

業

團

産

業

業

信

ス

氣

の

電

融

通

ビ

由

及

他

諜

輸

一

務

の

 ガ
水

商

金

運

サ

自

公

そ

兼

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

ル

翫

35,275,968

24,604,244

1,953,503

8,718,221

28,911,980

253,244

2,2993340

9,683,324

10,626,066

90,455

774,362

3,623,370

1,329,427

232,392

295,678

業
林

業

業
業

業

業

.棄

業
難

業

繋

畿
蕊
評
鐙難
滴
鱗

篇
内

イ

ロ

ハ

イ

ロ

ハ

,,
ニ

ホ

へ
/
ト

チ

リ

r

鉱

&

 
"

21,795

50,004

99,522

519,948

228,144

69

33,126

105,288

1.188

 

料

料

・
代

賃

・
子
`
子

子

作

作

地

.

利

利

利

金

'

か

小

地

貯

債

債

田

畑

宅

家

預

-冠
・
國

L

2
・

3
・

翫

L

a

釘一
1.會 肚 配 當 金

2.重 役 賞 興

3・ 特 別法 人分配剰 余金

(136)

、

II個 人業主所得

1・・鰍 賃貸葎

IV個 人利子所得

V個 人配當所得



C137)一 一'137-一

168,2i3

070,716

61,416.

VI法 人留保所得

VII法 人 税

VIII官 公企業所得

132,2017199

 

計総

2

0
・
H

℃
・
二

に
ょ

る
。

し
か
し
こ

の
表

に

お

い
て
農
産

小
計

お
よ
び

総
計

に
若
干

喰

い
ち
が

い
の
生

じ
て

い
,る
こ

と

窪

意

さ
れ
ね
要

ら
な

い
、

即

ち
第

蓑

研

か
ら
蟹

で

の
合
計
は

・。
噂
・ω
脳
。
・刈
駆
.
(
↓

亟
)

と
な

る
べ
喜

あ

ろ
の

に

旨

届
ω
P
謡

ω

(
叩

亟

)

と

な

っ
て

お
吐

、

O
c◎
鼻
h
』
p
璽

)

だ

け
多

く

、

又

総

計

ほ
表

の
敷

字

な

合

計

す

う

か
ぎ

り

μ
㊤。
一矯謡

.

¢O
w㏄
竃

(
↓

亟

)

と

な

ら

ね
ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

が

、

H
c◎
戸
凝
ゆ
co
b
Oo
一
(
十

廼

)

と

な

つ
て

お
り

從

っ
て

O
為
憎
恥

(
』
』
亜

)
多

い

こ

と

に

な

る
。

こ

れ

ら

が

軍

に
誤

算

に

よ
る

も

の
で

あ

る

か

否

か

不
明

な

の

で
、

そ

の
ま

ま
韓

載

し
れ

。

3

U
、
H
.
や
含

に

よ
る

。

髭

生
産

所

得
を

推

計

す

る
基
本

的

な

シ
ェ
ー

マ
は

い
う

ま

で
も

な

く

、

譜

騨
瞭
慧

×
瑠
詮

樹

11

譜

ヨ
.論

講

瀞
鰍
慧

11
譜

沸
躍

帥

×
趨

鶏

(
餅
鰍

鍛
簸

泰

)

、

　

ロ

ノ

導
準
樹
11

(
騨
瓢
慧

ー
ぎ

悪
霞

羅
)
ゐ
・餅
無
慧

で
あ

る
が
、
通
常

こ
の
よ
う
な
物
的
方

法
は

い
わ
ゆ
る
物
的
生
産
部
門

に
の
み
適
用

さ
れ
、
商
業

以
下

の
非
物

的
生
産
部
門

で
は
、

し
・

ー
讃
麟
解
瞬

岱
摯
講

×
譲
磯
囎
贈
H
譜
ヨ
.牟

ヨ
灘
11
麟
懸
薄
〉

ー
書

啓
溝
踏

-

`
と

い
う
人
的
方
法

の
シ

ェ
ー

マ
が
利

用

さ
れ

て
い
る
、

こ

の
生
産
道
民
所
得
調
査

に
お
い

て
も

勿
論
若
干
の
例

7
外
は
あ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
方
式

が

一
貫

さ
れ

て
い
る
も

の
と

い
え
よ

う
。
從

つ
て
推
計

上

の
ボ
イ

ン

、

ト
は
、山
」所
得
率

お
よ
び

一
経
螢
膣
當
り
所
得
を
算
出

す
る
サ

ン
プ

ル
調
査

、②
総
生
産
額
を
與

え
る
生
産
統
計

道

民

所

得

調

査

資

料

の

分

断



'

遣

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

、

お
よ
び
慣
格
資

料
、
働
維
螢
膣
敏

あ
る
い
は
從
業
員

藪

に
關
す

る
調
査

で
あ
ろ
う
.
以
下

こ

、讐

ら
の
各
漿

ウ

「
調
査
結
果
報
告
」
嚢

し
て
み
ょ
う
.

「

-

電

各
産
業

の
サ

ン
プ

ル
調
査

に
お
け

る
客
膣
数
を
ま
と

め
る
と
第

三
表

の
と
お
り
、に
な

る
。

こ
れ
ら

の
決
定

お
よ
び
選
出
方
法

に
つ
い
て
は
全
部
省
略

さ
れ

て
い
る
た

ぬ
確
實
な

こ
と
は

殆

ん
ど
知
り

え
な

い
の
で
あ

る
が
、
「
當
該

産
業

の
標

本

的

・
代
表

的
経
螢
艦

を
地
匠
別
地

帯
別

に

一
定
敏
を
自
由

抽

幽

又
は
選
定

し
」
(
殉
●Hら

●。。
)

と
読
明

さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

み
れ
ば
、
任
激

抽
出
も
し
く
は
暦
別
任
意

抽
掛
と
有
意
抽
出

と
が
適
宜

に
混
合

さ
れ

て
い
る

よ
う

で
あ
り

、
こ

の
面

に
多
く

の
問
題
を
残
す

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
各
所

に
あ
ら
わ
れ

て

い
る
「
標
本
的
維
螢
膣

云

々
」
と

い
う
諭

明
な
、

い
わ
ゆ

る
標
準

的
経
螢
饅

を

サ
ン
プ
ル
と
し
、

て
選

ぶ

こ
と
が
多
か

つ
た

の
で

は
な

か
ろ
う
か
と

い
う
危
惧

の
念
を
與

え
る
が
、

こ

の
種

の

調
査

で
直
接
参

照
す

べ
き
も

の
の

な

い

現
在

、
r直
観

に
頼

つ
て
標
準
的
な
も

の
を
選

び
乏

る

こ
と
は
は
な

は
だ
危
瞼

で
あ
り
か

つ
非
科
学
的
な

こ
と

で
あ
ろ
う
。
叉
第

三
表

の
備
考
欄

　
　

　

に
は
計
算
上

一
鷹

母
集
團

の
個
敏
と
見
徹
し

て
よ

い
も
.の
を
併
記
し

て
み
た
が
、
練
艦
的

に

い
つ
て
サ

ン
プ

ル
数

が
僅
少

に
過
ぎ

る

の
で
は
な
か

ろ
う
か
、
特

に
経
螢
規
模

の
大
小

に
著

し

い
差
異

の
あ

る
と
こ
ろ
で
な
格

別

の
配
慮
恭

要
求
せ
ら
る

べ
き

で
あ
る

の
に
、
抽
出

比
の

ネ

ロ

ノ

ミ

の

濠
定

に
つ
い
て
明
確

な
理
論
的
根
擦

を
欠

い
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

、

13

℃

(

(
4
)

な

お
こ
れ
は
前

認

サ

y
、プ

〃
の
母
集

團
個
歎

と
考
え
ろ

べ
き
で

は
な

い
が
、
、参

考
ま
で

に
昭

和

(第 話 表)

、

考サyプ ル敷1備中 ・小分類 及階暦別

 

類
'
分

・

大

/

,

ノ

(69)

17

π

14

21

14

1.農 .産

イ・私 管 農 産

〔経 馨 形 態 別 〕

馨

誉

警

督

茱

輕

痙

経

纏

'読

田

畑

同

管

水

畑

田

混

私臥

業1農

ノ藍
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騨

昭 和23年 工 業 調 査

(3,252)1こSる

100工 揚 敷

182

 

"

11

46

"
ハ・私 瞥 果 樹

2ド 畜 産

8

3

㈹

3

5

3

7

毘

8

3

2

へ

も

山聴

騰
瓢

塵
胆

山聴

瞳
肋

庭
晒

巌
馳

庭
馳

コ

ハ

別

支

支

支

支

支

支

支

支
.

材

薪

炭

國

用

域

狩

高

山

振

勝

路

島

走
・

、

ス

地

石

日

檜

謄

・十

・釧

.渡

網

,

し

素

ガ

木

・

L

2
。

翫

ノ

業

㈲

5

7

5

1

4

4

2

込

2

2

4

勉

2

3

ー

い
〕

網

綱

網

縄

綱

綱

縄

網

網

綱

布

緬

一揃

鋤

網

猷

別

置
刺

置

嵐

繰

延
置

曳

刺

。縫
徽

礼

具

定

定

"

船

手

定

漕

・
-

囎

魚

　

」ー

ー
漁
、
錬

錬

鮭

鮫

機

小

鱈

鯉

鮪

甑

昆

蝶

柔

同

鮫

こ

漁

`

,

工
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25

18

甲(軍 入未満)

1・金 閣 工 業

鼠 機 械 器 具 工 業

一139一

II林

賢
業

・

産

.

nI

■

/

vr製 造 工 業

(昭 和22年 工揚實 態

調査 のデ ー タな利
用)覧
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VII商 業

3・ イヒ 、學 コ〔 業

4.窯 業 及 士 石工業

5・ 紡 ・ 績 、工 業

6.製 材及 木製品工業

7.食 料 品 工 業

8.印 刷 及 製 本 業

9.そ の 他 の 工 業

乙(五 人 以上)

1.金 薦 工 業

2.機 械 器 具 工 業

3.化 學 工 業

4.窯 業 及 土 石 工業

5.紡 績 工 業

6.製 材及木製 品工業

7.食 料 品 ・工 業

8.印 尉 及 製 本 業
ぼ

9.そ の 他 の 工i業

蝿

市

市

村

市

市

品

車

物

果

具

具

業

幻

・

の

塗

、

男

都

都

町

都

都

男

,糧

韓

責

聲

般

村

搬

鑛

村

種

地

一

農
・
↑

炭

漁

業

食

自

金

青

玩

家

〔

〔

・

卸

■

1
。

0

電 氣 器 具

菓 ・ 子

一140一

18232

521

29110

25619

241,264

571

3253、

(174)1(4・132)

22127

4441虫

19414

993

v
l2147

t311
,081

'91
,680

14 .118e

14・58

母 集 團 に お け る 個

数(昭 和22年 事 業

所 調 査iこ 、よ る)・

(62)3,272

34

21

2

1

4・

ノ

〔
7

7

-

Q
ノ

!0

1

9
臼

2

騨

騨1
～

「

民

所

得

調

査
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の

分

析
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24,997

麟
!辮

●

 

5

7
ご

2

2

1

1
〕
(289)

82

53

27

π

兜

妬

%

.緬

〔
M

η

臥

珂

p

14

20

16

15

17

16

14

12

16

18

6

15

17

15

〕

物

種

具

物

物

具

、

、

市

市

市

市

村

村

村

村

具

.物

具

器

種

.物

、品

車

魚

果

肉

子

具

籍

鏡
鞍
具
着

勿

具

.

業

の

の

間

孕

、

繭

器

男

都

都

都

都

町

町

分

荒

器

"

眼

小

履
謙

繰

更
欝

鎌

ー

拶

謙

藥
鋤
罎
.鮎
峯

黙

踊
古
燃
家

〔

」

〔

.

ヘ

ノ

び
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、

バ

"

`

4

.

.

・

」

'

ノ

リ

＼
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x蓮 輸 通 信 業、

XIサ ー ビ ス 業

唇

夕

XII自 由 業

7.倉 庫 業

業

ク

車

業

.業

業

ジ

所

業

オ

業
轡

楓
業

蓮
緊

嘘

内
業
聯

蓮
℃

蓮
戴

藤

信蕪

陸

私

水

私

私

船

水

通

郵
放

1

9
臼

∩づ

1.接 客 、業

族 館 下 宿

料 理 唐 飲 料 店
ノ

貸席待合置屋貸座敷

2.理 髪理容業及浴揚業
'
i理 髪 理 容

浴 揚

3.劣 務 供 給 周旋業 ・

生 娯 樂 貸 興 行 業'

映 喬 演 劇 演 藝
そ の 他 の 興 行

遊 戯 揚 娯 樂 揚

5.そ の他 の サー一ビス業

爲 眞

清 掃

葬 儀

その他 の 垂 一 ビ ス

1'臨 療
立鮮 〔懲聯

4.宗 轍 難 幾〕
務

他
p

の

法

そ

5
。

τ

麓 課花離)

7

ゾ

6

4

9'
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り
)

1

4
.
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9
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2(2)

(16)
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2
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、
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糺
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【
ノ
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8
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5

1

6

ハ∠

4
.
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〔同
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ご
+
二
年
臨
時
國
勢
調
査

の
農
業

・
林
業

永

産
業

の
幕

撃

あ
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

】。
§

。
奮

ま

・・
"。
刈ぞ

あ
り
、
伺
年

の
嚢

所

調
査

に
お
け

ろ
.事

業
所
敷

に
黛

そ
れ
ぞ

れ

eQ
bg
O
(
薗

C
瞬
彌

贈
郵

〈
〉

♪
ミ

目

ω
帆
鳩
ひ
皆

で

あ

ろ
。

婁

假
り
血

の
中
の
私
欝

肇

の
サ
ン
プ
ル
綱
杏
至

け
羅

定
毎

所
得
額
五
、
七
三
李

陰

つ
き
、
こ
れ
羅

螢
簸

七

Q

か
ら
任
意
抽
出

さ
れ
た

サ

ン
プ

ル
に
關
す

る
も

の
と
し

て
そ

の
標
本
亭
均

の
標
準
偏

差
を
計
算
す
る
と
次

の
ご
と
く

に
な

る
澄

く
-
蜘

ト

・
か

鍔

・。㊦
薄

羅

¢
§

之

鳶

・
㌔

測

設

"
・
(子

蕪

響

奮

警

↓

モ

》
蝉
勘
oa
i
論
騰
翠
酬

書
智

留
傘
照
卦
欝
㊦
賄

畳
翌
避

丙
壁
縛

餌
購

θ

皿
淵

O
講
聾
M
働
「
報
齢
彊
e
懲
癬
勲

臨
)

ア

幸

×

。。耀

。。艦

ト.①
防

細

-
申

×
申

」

ρ
刈醐誌

避

.
↓

・…
ρ
。貫

笥

逃

壁

(崔

)

此
の
標
本
亭
均

の
標
準
偏
差

は
前
記
。の
推
定

亭
均
値

に
劉

し
て
は
な
は
だ
過
大

で
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ

は
む
し
ろ
極
端
な

場

合

の

一
つ
で
あ
つ
た

か
も
し
れ
な

い
が
、
零
細
規
模

の
繧

螢
と
大
規
模

経
螢

と
が
併
存

し
て
い
る
よ
う
な

経
濟
膿
制

に
お

い
て
は
φ
り

が
ち
な

こ
と

で
は
な

か
ろ

う
か

、
從

つ
て
李
均
所
得
率
お
よ
び
亭
均
所
得
め
精
度
を
高

め
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
卦

輕

螢
規
模

に
よ
る
暦
別

ー

曝

化

が

不

可

欠

と

な

る

で

あ

ろ

う

。

,

.

5

に
H

暦
喝
』

g。
Qo
i
P

サ
ン
プ

ル

の
個

々
の
値

お
よ
び
母
集

團

の
縛
個
数

な
知

ろ
こ
と

が
で
き

、
從

つ
て
標

本

李
均

の
標

準
偏

差
石

計
算
し

う

る
も

の

は
蓮
輸
通
信
業

に
含
ま
れ

ろ
八
調
査

の
み
で

あ
る
ボ
、
.
そ

の
う

ち
母
集
團

の
最

も
大
な

う
も

の
な
例

と
し
て
選

ん
だ

の
.燈
あ

ろ
。

リ

へ

　
　

　

、
こ
れ
ら

の
サ
シ
プ

ル
調
査

の
結
果
推

定
さ
れ
た
所
得
率
お

よ
び
平
均

所

得
も

し
く
は

他

の
方

法

で
推

算

さ
れ
た
そ
れ
が
、
計
算

の
た

ヨ

　
　

　

め

の
デ

ー
タ
を
欠

い
て
い
る
部
門

に
適
宜
た

準
用
さ
れ

る
の
で
あ

る
が
、
そ
,の
計
算

の
プ

ロ
セ
ス
に
若

干

の
問
題

が
あ

る
。
例

え
ぱ
皿
商

業

の
卸
費
業

・
小
費
業

に
つ
い
て
は
第

三
表

に
示
し
た
ご
と

く
地
帯
別

・
業
種
別

に
分
割

し
た

サ

ン
'プ

ル
を
.と
り
、

こ
れ
か
ら

一
鷹

地
帯

別

の
し
か
も
業
種
別

の
平
均
を
出
し
更

に
そ
れ
ら

の
李
均
を

地
帯
別

に
軍
純
亭
均

し
、
最
後

に
こ

の
地
帯
別
桑

均
を

軍
純
亭
均
す

る
と

い

う
操
作
を
と

つ
て
い
る
。
こ

の
計
算

は
個
激

の
異
な

つ
た

サ

ン
プ

ル
卒
均
を
同

一
比
重

で
瀞
慮
す

る
ど

い
う
意
味

に
お

い
て
正
當

で
は
な

遣

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

'
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.
-
遣

民

所

得

調

甑査

資

料

の

分

析

い
。

い
ま

(
「
H
題

.
O
ひ
ー
O
刈
)

に

示

さ

れ

＼

て
い
る
響

業
サ
ン
プ
ル
調
籍

果
集
計

働

表

(
そ

の
必
要
部
分

の
み
第

四
表
A

に
輻

慨

載

)
に
つ
い
て
考
察

す

る
な
ら
ば
、
一
般
都

暉

市

に
お

い
て
サ

ン
プ

ル
数

六

の
金
物

の
平

ス

均
値
が
サ
ツ
プ
ル
塞

の
菓
子
や
機
械
器

廿

具

の
そ
れ
と
伺

等

の
比
重

で

一
般
都
市

亭

臣
・

均

に
含
ま
れ
、
か

つ
業
種
敏
十
四
を
か
ぞ

ム

ノ

え

る
ζ
の

一
般
都
市
李
均
が
業
種
敏
=

で

し
か
も
サ

ン
プ

ル
敏

一
の
炭
鑛
都

市

(
電

氣
器
具
)

の
敏
値

と
,同

一
に
取
扱

わ
れ

て

い
る
。

こ

の
場
合

の
総
奉
均
は
卒
均

の
輩
・

純
平
均

で
な

く
、

サ
ン
プ

ル
の
総
合
計

を

サ

7
プ
ル
総
数

六
十
二
で
除
す
即
ち
地
帯

別

業
種
別

雫
均

の
加
重
李
均

と
七
て
計
算

さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
第
四
奮

の
計
算

納

に
よ
つ
て
得
た
鰹

均
か
ら
饗

塞

維

.

嘲

螢
當
り
亭

均
所
得
を
求
み

る
と

一
、
五
七

替撃 出1管業牧盆

(3) i(4)=(1)一(3
1

 

上
費

ラ

業
件
2(

螢
入螢業 牧入

(1)

サyプ
ル 数別

 

種

・

業
地
.馨

別

10,743

、311

2タ223

6,683

3,369

230

852

15,332

67

△306

57

194

△2,600

.830

37,985

2,713

1
鍔

748

△11,223

1,337

99057

8,686

4,721

15,917

3,016

1,570

11,148

668

6,075

11,177

1,643'

2,075

16,100

19,170

11,023

7,930

3,752

181723

18,413

 

第

猶

卯

獅

58

{
㈱

、42

1',617

298

360

6σ

500

1,100

5,474

391

19,800

8,997

6,944

22,600

6,385

五,800

12,000

16,000

6,142

10,871

1,700

2,269

工3,50σ

20,000

149,008

10,643
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具
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具
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房
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食

自

金

青
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家
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履

藥

丈
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へ
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ハ、

へ

叡
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.
N

六

恥

ヌ、

外

六

ワ、 化 粧 品 小 間

力、 機 械 器

計

均
、

合

亭
＼

団

般

都

市

柳

⑳

蜘

4,500

7,500

9,750
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村

都

市
参

玩

自

青

ー
陶

丈

藥

、

、

、

、

、

、
'
合

ホ

ロ

董

ヲ

ル

ヌ

具

車

果

器

具

.種

'

計

均

韓

。

磁

房

り)

3

n∠

1

1

1

2}

5,807

3,300

6,727

、8,000

14,100

36,275

105,959

11・773

7弓
'

131

62

450

480

717

2,741

304

5β41

1,457

63411

9,288

15,180

49,507

128,072

,14,230

(145)

般

町

村

金

青

、

、

合

ハ

ニ

物

果

計

均

魏 卜 ・ 電 氣 器 具

漁

村

都

市

ノ

菓

藥

金

青

合

、

、

.

、

、

チ

ヌ

ハ

ニ

子

種

物

果

計

均

農

炭

漁

合.

般

村

般

鑛
.
村

市

市

村

市

市

計

均

都

都

町

都

都

1

1

n∠

1

-
`

・1

1

1

4
二

4,000

1,000

5,000

2,500

5,500

3,689

9,500

7,300

12,000

32,489

8,122

10,643

11,77b

2,50σ

5,500

8,122

38,538

7,707

50

0

5

ぱ
ノ

2

3,269

771

4,Q40

2,020

6・i5・16・

100

102

160

384

746

187

391

304

25

60

187

967

194

・'466

1β43

316

△1,288

△1,080

△31,232

△22,1五3

△2,456

'
731

229

960

480

340

6,682△2,993

9,928△428

6,23寧1,062

8,2743i726

31,1221,367

7,781341

7,930

14,230

2,020

5,160

7,781

37,120

7,424

2,713

△2,456

480

340

341

三,418

283

卸質i業李均所得〒年度間在庫高純潜+瞥 業利盆+螢 業上の人件費=(1)xO・024

+(4)+(2)・-184+283ナ1?4-661(千 圓)

〔個人企業経濟調査(安 本實施の螢業牧入に封すろ比寧一)謙 塒 度問繍 櫨 額 〕
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般

都

市

農

村

'

都

市

一般町村

炭鑛都市

漁村都市

計

均

合聰

亭

イ 、

口 、

ハ 、

二亀、

ホ 、

A、

㌧
ト 、

チ 、

り 、

ヌ 、

・β《
、

チ 、

〕7、

蒼轡 入際 ～拶 費

合

合

カ■

、

、

、

ハ

イ

リ

ホ ・1

烈
チ 、

夙i

乳

計

N

計

(62)

0

4

4

0

5

0

0

0

6

4

0

9

0

0

0

0

0

1

0

4

0

0

5

0

0

9

0

9

6

0

5

0

0

0

2

8

0

6

0

0

0

0

5

2

0

5

0

0

7

0

0

8

0

9

6

4

1

8

0

0

4

4

7

2

5

0

0

5

2

4

9

4

0

1

-
2

0

5

4

象

ろ

為

α

窮

ち

島

句

亀

到

L

名

瓦

③

身

ろ

動

ろ

動

鈎

&

生

¢

玩

玩

島

9

1

4

9

1

1

1

1

4

…
義

1

2

3

5

1

1

1

3

3

645,281

10,408

1,865'

658

1,062

1,520

174

180

42

4,851

1,192

360

60

500

五,100

214

,900

1,620

222

-393

124

450

480

717

50

60

746

19,540

315!

警 業 牧 盆
(り

㌧ ・53
,71'5

622

13,338

26,732

10,107

i230

852

15,332

201

△1,224

57

194

△2,600

830

1,496

△56,115

4,011

1',398

5,529

632

△1,288

△1,080

△13,232

96b

340

'1
,367

62,404

1,007

(1)×0.024十(4)十(2)=250十1,007十315・ …1,.572(干 圓)
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ρ
廓 噛147・ 一"

ノ

ず

二
、千
圓

と

な

り

、

(
即
H
・
螂
b
ゆ
)

に
示

さ

れ
た

結

果

よ
り

九

・一

一
千
園

上

廻

る

こ

と
に

な

る
。

こ

の
く

い
ち

が

い
は

「
報

告

」
の
計

算

が

螢
業

牧
盆

に
關

し

サ

ン
プ

ル
数

一
の
や

イ

ナ

ス
項

目

を

不
當

な

比

重

で
平

均
計

算

に
参

加

せ
、し

め
た
結

果

で
あ
ろ

う
。

小
費

業

サ

ン
プ

ル

へ

調
査

結

果

集
計

(
団
』
.
題
・μOb。ー
二
H
)

に
お

い
て
は

こ
れ
程

極
端

な

差
異

を

含

ん

で
は

い
な

い

で
あ

ろ

う
が

、
し
か
も

な

お

卸
費

業

の
場

合

チ

　
　

　

と
同
様

の
操
作

が
、
お
そ
ら

く
過

小
評
憤

と

い
う
結

果
を
齎
ら

し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
豫
想

に
難
く
な

い
。
も

つ
と
も
第

四
表
B

の
計
算
結

　

ノ
ゑ

ン

果
が
實
情

以
上
に
高
額

で
あ

る
と

い
う
非
難

が
あ
る
な
ら
ぱ
、
そ

れ
は
サ

ン
プ

ル
の
と
り
方

が
大
規
模
経
螢

に
偏

し
た
た

め
と
思

わ
れ
、

こ
の
面
か
ら
す
る
過
大
評
償

は
別

に
サ
ン
.プ

ル
設
計
上

の
問
題

と
し

て
取
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ

つ
て
、
計
算
上

の
過

小
評
憤
と
か

み
謡
わ
弩

雛

叢

翫

郵

石
炭
髪

垂

山次生
嘉

宴

の
式
に
も
と
ず
妻

壷

鱗
灘
+
鋳
曙
躍
爵

鐘

〔
薗

c
国

瞬

己
畢

鞍

〕

(
℃
・H
ら

●O
ひ
)
。

-

、

.

'

窃
灘

講

強

扇

v
建
設
工
業

の
各

噸
厚

霧

墓

(
炉
Hの
電
ρ亀
ー
謡
)
。
四
電
氣
業
管

蒙

髄

.
北
海
道
配
電
の
損
釜
計
箋

.
よ
り
計
算
し
た
所
得
馨

利
凋

(娼
●c。
P
8

)
。

又
曝

ス
業

の
そ
れ
は
照
會
塁

に
ょ
り
藩

し

(
や
。
目)
、

・聖

藻

で
置

接
欝

難

計
算

し
'k
い
る

(属

1
・。)
。
、

輩

所
得

の
計
算

で

,
、y
プ
ル
調
査
に
よ
ξ

る
も
の
に
、
K
銀
行
業

.刃
陸
蓮
業
中

の
鐵
畿

道
業

.
馨

自
動
車
誉

ご
と
く
、
直
接
的
な
算
定

あ

行
、・
か

(
℃
・日
bg
P

娼
b
●】
e◎
楠
i

　
㊤G
凱
)
、

非
螢

利
業

の
揚
合

の
ご
と
く
悉
皆

調
査

に
も

と
ず

く
人

件
費

の
み
な

計

上
す

ろ
。
な

お
倉
庫

業

の
サ

y
プ

ル
調

・

査
は
特
殊
で
、

サ
ン
ブ
瓦

七
経
唇
口体

の
合
計
所
得

な

渉

ン
プ

ル
に

お
け

ろ
從

業
員
繍
…敷

で
除

し
て
從

業
員

一
入
…冨
り
李

均
所

得
を
出

し
て

い
ろ
。

い
ま

も

し

一
経
蒼

体
當
り

亭
均
所
得
額
な

と

つ

て
総
所
得
あ

計
算

し
て
み

る
と
、
b3
闘
鱒
℃
本
O
凱
x
b●
O
刈
11
帆
ひ
P
O
O
軌
蚕
O
㎝
(
圓
)
と
な
・り
、

「
報

告
」

一
二
ニ
ー
/
一

ニ

ヨ
頁

の
計
算

μ
凱
　
b
e。
O
×
G。
h
H
O
H
鴇
b。
N
切
b。
b
QO
O
(
圓
)

よ
り
造

+
上
廻

る
伊

倉
庫
業

サ

ン
プ

ル
調
査

に

つ
い̀
て

の
み
何
故

に

こ

の
よ
引

な
特
例

な
も

う
好

表
か
は
不
明
で

あ
る
。
附

言
サ

れ
ば

同

勃

y
プ

ル
.調
査
結

果
集

計
表

は
内

部
的

に
若

干
敷
字

の
く

い
ち
が

い
が
含

ま

れ
て

い
る
。

　

ノ

ロ

ラ

へ

7

例
.喬

、
憂

爵

ろ
㈱
、
回
、
囚
の
馨

焉

嵩

遍

暴

濯

れ
、
P
嵩

に
、
更
に
同
部
門
の
①
、
蜜

⑥
、
④
繍

合
霧

高

畢

帽
さ
れ
て
い
瓢

又
皿
の
鶏

総

萎

が
②
へ
、
聖

①
へ
、
撃

回
測
そ
れ
ぞ
れ
鴇

へ
、
αD
の
甲
9

曾

藁

岬
⑩
へ
、
啄

の

遣

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

.
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が
乙
の
σの
へ
準
用
さ
砦

.
収
魍

岬
の
黒

叢

し
て
い
ろ
ボ

均
所
得
荘

、
㊥
羨

て
②
⑤
が
①
盗

嵩

碓

用
し
、
皿
の
簡

噸

.

渓

が
④
⑤
に
準
用
-
れ
戯

に
お
い
て
霧

所
得
か
補
正
し
て
算
出
さ
れ
六
蠣

所
得
が
聯
で
準
用
さ
論

は
駒
お
よ
濫

な
準
用
し
、
卿
は
官

公
吏

亭
均
給
與
を

援
用
す

ろ
。

、

`

・

覧

若

干

の
補

正
な
加
え

て
準

用
す

る
も

の
の
例

と
し
て
は
、

露
店
輔

・
行
商

が
小

萱
業

の
牢
均
所

得

に
從
業
員

比
率

(
事
業
所
調
査

に
よ
う
)

五
四
%
な

乗
じ

て

(
頃
』
・
や
8

)

・
叉
鰹

準
輔
蓮
邊
業
で

は
專

業

の
李
均
所
得

勢

二
分

の

一
な
兼
業

の
そ
れ
と

し
て

い
ろ

(
㍗
H
。・
ひ
)
。

8

(
℃
・H
・
も
。り
O
)

に
示

さ
れ
た
調
査
客
体
籔
…と

(
解
O
Q。
,
や
μ
O
O
)
に

示
ぎ

れ
六
も

の
な

か
み
合
わ

せ
て
槍

討

し
て
み

る
と
、

農
村

都
市

の
金
物

・
食
糧

品

・
履

物

・
自
韓
車

・
青
果

・
藥
種

に
そ
れ
ぞ
れ
く

い
違

い
が
あ
り

、
ど

の
よ
う
に
補

正
す

れ
ば
要

當
で
あ

る
か
判
断

し
難

い
の
で
、
第

四
表
B
で
に

同
表
A

即
ち

(
や
O
O
)

の
サ

ン
プ

ル
敷

な
そ

の
ま

ま
探

用

し
、
こ

れ

に
よ

つ
K
加
重
李

均
し
た

の
で
あ

る
。

9

前

註

に
お
匠

ろ
く

い
違

い
に
小
費
業

の
サ

y
ナ

ル
敷

に

つ

い
て

も

い
い
う

ろ

の
で
あ
り
、
こ

こ
で

に
な

お

一
暦

そ

の
く

い
違

い
が
雑
多
で

あ
ろ

㊨
で
、

第

四
表

の
ご
と
き

計
算
補

正
は
小
費

業

札
欄
…し

省
略

ぜ
ざ

る
な
え

な

い
。

,

同

様

の
こ

と

が

サ

ー

ビ

ス
業

の

李

均

所

得

計

算

に

つ

い

て
巻

い

い
う

る

の

で

ぱ

な

か

ろ

う

か

。

第

五

表

A

は

(
団
』
.
題

.崔
ひ
1
刈
)

の

サ

ヘ

ド

ー
ビ

ス
業
小
,分
類
別

サ

ン
プ

ル
調
査
結
果
集
計
表

9(
一
経
螢
亭
均
)

と
(や
H

覧

駐
)
の
中
分
類
別
集
計
集

(
総
括
)

と
か
ら
、
所
得
計
算

に
必
覆

部
分
の
み
を
鍍

し
た
穿

あ
る
煙

例
之
ば
肇

興
行
の
霧

所
得
を
出
す
に
あ
た
つ
て
サ
ン
プ
藪

+
三
、の
ω
と
サ
ン
プ

ル
敏

三
に
す
ぎ
な

い
㈱
と
を
輩
純
李
均

し
た
り

、
㈲

に
誇
い
て
清
掃
業
亭
均
を
他

の
李
均
と
同
等

の
比
重
を
も

つ
て
眺

め
る
こ
と

は
要
當

の

ノ

ロ

で

は
な

い

で
あ

ろ
う

っ
第

五
.表
B

は

こ
れ

を

サ

ン
プ

ル
敏

で
加
重

平

均
す

る

こ
と

に
よ

り
修

正

し
た

も

の
で
あ

る
が

、
そ

の
結

果

と

し

て

サ

ー
ビ

ス
業

所
得

は
七
億

圓
強

の
増
加

と
な

江

、

生

産
道

民

所

得

の
産

業
別

順
位

に
お

い

て
第

九

位

か
ち

第

八
位

へ
と
進

み

う

る

こ
と

に

さ

え
な

る

で
あ

ろ
う

。

・

、

.
、

10

,生
産
所
得
紋
生
産
春
債
格
で
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
卑
か
ら
、
實
際
上
の
手
綾
き
と
し
て
間
接
税
な
控
除
す

ろ
こ
と
に
よ
サ
市
場
債
格
詳
慣
献
修
正
す

ろ
。

こ
こ
て
は
入
場
税

.
酒
治

費
税

.
…遊
興
歓
食
税
な
ど

の
昭
和

二
十
三
年
度
徴
牧
額
が
棒
除
さ
れ
て
い
る
。

バ
即
H

・
唱
や
塞
e。ー
心
)
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(第置表A)

機械器具
購 入 費

(3)

7,100

6,376

(4,492)

9,597'

16,107

(12,852)

104,000

(104,000)

68,709

13,333

(41,021)

2,682

i2,541

(1,306)

人 件 費
(2)

197,046

95,941

230,445

替業牧入
(1)

サ ソプ
ル 敷

 

類分小

 

類分中

(174,477)

36,207

37,643

(36,925)

262,700

(262,7QO)

216,436

413,333

(314,885)

13,936

三300
,228

236,801

3,077

(138,510)

頭61,685

1,325,548

805,155

(1,430,796)

329,469

875,425

(602, .447)

622,154

(622,154)

タ,210,822

769,667

(2,n90,245)

277,665

423,895

701,855

151,138

(388,638)
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、
男

9

ぢ

14

2

13

3

22

2

23

脇

・業

業

屋
業

業

.業

業

藝
行

業

業

業

業

業

蝿
翫
灘
∵
∴

族

料
貸
貸

理

浴

勢

へ

肌

ヘ

へ

叡

へ

映

そ
・遊

・
官
釦
,清

葬

其

・

N

六

匹

礼

へ

去

く

く

業

・
容
浴
業

,

客

、
欝

接

理
業
場

L

2

勢務供給1
3.

周旋 判

　一{

ー

-

畳甕へ

の

一
業

碗

ス

誘

ビ

得所総業 者 敷
(事業所調査)

亭 均 所 得
一(5)十(2)十(3)十(4)

な
計聯 

公
除調度品費

(4)

ノ、

3,232,255,542

915,192,226

10,991,350

811,976,316

5,158

＼

3,302

25

654

 

●

〆

626,649

'

」

277,163

439,654

,241,554
●

1,662,804

752,639
i

6ig,627

(1,011,690)

159,112

606,742

(382,927)

549,200

(549,200)

2,422,221

978,167

(1,700,194)
㍉

48,375

27,015

10,333

(28,574)

6,897

8,836

(7,866)

薯

64,528

126・667

(95,597)
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ぐ150)

、4,825

4,940、

338

1(2,526)

145,290

447,145

564,695

84,233

(310,341) 22b,639 、1,858

一一一 」50-一 一

Jl,026

〔間 接 税 控 除 〕

サ ー ビス業 所得

409,947,262

5,380,362,696

辱80,902(千 圓)

4,499,461(")

(第E表B)

'

(P.1.P.143,P.1144,PP・146・ 一一一7'に よ ろ)

嚇瞬 サ ンプ
ル 敷

小 分 類
準均所得

'サyプ ル総 所得

及 び 卒均 所得
事綱 翻 得

r イ㍉ 4gL
、

751,402
・36

,818,698
辱

}

口 、 54 7ρa241
♂

37,921,014
'

1

Ll ノ、・も 9 426,306 3183¢75チ

ぞ ＼

.合 計
㌔

(112) (78,576,466)
一

・李 均
F

'

701,576

`

5,158 3・618潭9・008
.

F 三 、 15` 223,058 3,345,870
い

ホ 、 14 331,269 、4,637,766

2.《

合 計 亀 (29) (7,983,636)
ノ

'
、

㌧ 李均 ♀75,298、 3,302 9Q9,033,996

チ
A、 2 439,654

、

『 塾

準均 439,654 25

、

10,991,350

ρ

ト 、 13 2,138,274 27,797,562

チ 、 3 344,833 1,034,499

4.く 　

合計 (16) (28,832,061) '

一

㌧ 平均 1,802,004
羽

654 1,178,5io,616
,●

道

民

所
…
得

調

査

資

料
一
の

分

析
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421,929,5041,858

6,139,194,47411,026

3,383,996

553,956

8,773,166

9粟タ・160

(13否25・278)

227,088

153,818

276,978

381,442

70,320

22

2

23

13

(60)

 

匹

殊

へ

入

舗

物

5

880・9P2(千 圓)

5,258,292(〃)

〔間 接 税 控 除 〕

サr・ ビス業 所得

コ

 

道

民

,所

得

'調

査

、
資
・
料

の

が

分

析

こ

の
よ
う
な
観
黙
を

よ
り
嚴
密

に
お
し
進

め

て
ゆ
く
な
ら
ぼ
、

更

に
水
産
業

漁
携

に
お
け

る
漁

具
別

一
経
螢
當
り
李

均
所
得
と

卒
均
漁
獲
高

を
そ
れ
ぞ
れ
輩

　
ロ

　

純
卒
均

し
、
そ
れ
ら

に
よ

つ
て
総
李
均

の
所
得
率
を
計

算
し

て

(
恒
H
ら
や
鋒
i
器
)
、

こ
れ
を

「
そ

の
他

の
漁
業

」
に
準
用
す

る
こ
と
や
、

製

造

工
業

の
甲

の
中

分
類

　
ぴ

　

別
所
得
率

の
李
均
を
睨
漏
調
整

の
甲

工
場
分

に
準
用
す

る
こ
と

(
,
ご

層謡
)
も
要

當

で
は
な

く
、

例

え
ば
農

産
私
螢
分

の
所
得
率
を
官
螢

・
公

螢

へ
準
用
す

る
場

合

の
ご
と
く
、
全
禮
と
、し

て
の
所
得
と
総

産
額
と

の
關
係

に
ま

で

還

元
し
た
総

合
亭
均
を
求
め
ぬ
ば
な
ら
、な

い
と

い
い
う
る
か
も

し
れ
な

い
。

し
か
し

こ
れ
ら

の
準

用
が
唯
軍

に
既
知
諸
所
得
率

の
中
問
＼に
位
置
す

る
も

の
を

假

り

に
適

用
し

て
み
よ
う
と

い
う
程

の
意

味

で
あ
る
な
ら
ば
、

勿
論
前

記

の

「
報

告
」

中

で
と

つ
た
操
作

が
容
認

せ
ら
れ

る
で
あ
ろ
5
噂

い
す
れ

に
も

せ
よ

こ
こ
で

「
総
亭
均

所
得
率
」
と
か

「
李
均
所

得
率
」

と

い
.う
よ
う
な
表

現
を
用
う

る
こ
と

は
誤
解

を

生
じ

や
す

い
。

い
ま
総

所
得

と
漁
獲
高
も
し
く

は
生
産
額

と

の
關
係

か
ら

い

.
め
ゆ
る
総

李
均
所
得
率

を
計
算
し

て
み

る
ど
、

水
産
業

の

「
そ

の
他

の
漁
業

」

に
は
四

七

・
〇
七
%
を
、

ま
た
製
造

工
業

の
脆
漏
調
整
甲
工
蝪
分
と
し

て
は
三

六

,
享
二
%
蓬

用
す
る
こ
と
に
覧

踊
)そ
の
結
薗

養
殖

へ
準
用
鳶

る
所

得
率
は
華

高
参

・
他
方
胸
脆
漏
嚢

は
大
き
餐

評
婆

毒

ね
ば
な

.
ら

ぬ

こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
0
よ
引

な
諸
影
響

を
考
え
あ

わ
せ

る
と
計

算
方
法

の
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溢

民

所

得

調

査

資

料

の

分
協

撰
鐸

は
最
早
輩
な

る
計

算
上

の
便
宜
性

の
問
題

で
は
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る

の
で
あ

る
。
な

お
製
造

工
業

の
脱
漏
調
整

に
つ
い
て
で
あ

る

'

が
、
辱昭
和

二
十

二
年

工
業
調
査

と
二
十
三
年

の
そ
れ
と

の
間

の
工
場
敏

の
差

異

を
、
す

べ
て
後
者
と
二
十

二
年

事
業
所

調
査
と

に
お
け
る

産
業
分
類

の
相
蓮

に
灘

せ
し
め
る
こ
と
は
果
し

て
當

を
得
た
腱
置

で
あ

つ
た
ろ
う
か
。
-即
ち
自
然
増
減
嵐
皆
無

と
想
定

し

一
九

、
八
二
八

工
場
を
製
造
小
費
業
と
み
な

し
、
二
四
三

工
場
を

ガ

ス
電
氣
修
理
業

と
見
徹
す
假
定

の
當

否
を
吟
味
す

べ
き
資

料
は
な

い
も

の
で
あ
ろ
う

か
。

こ

の
脱
漏
調
整

の
所
得
が
製
造

工
業
所
得

に
し
め
る
構
成
比
傘

は
二
七

・
三
六
%

(
第

一
位

)
で
あ

る
こ
と
か
ら
考
え

て
も
、
右

の
レ

(
14

)

葦

ひ

假
定

を
吟
味

す
べ
き
必
要
性
は
決

し
て
少
な

く
な

い
で
あ

ろ
う
。

め

か

11

な
お
漁

具
別

サ

y
プ

ル
か
ら

一
経
管

當
.り
李
均
な
求

め

ろ
集
計
表

(
昭
や
駅
O
I
$

)
に

は
な
は
だ
し
く

誤
算

に
満

ち

て
お
り
、

「
経
瞥

當
り

平

均

の
み

払

掲

示
し
流
集
計
集

(
娼
や
蜜

ー
鴇

)

と
所
得

率

の
・合
致

し
て

い
う

も

の
は
、

僅
か
に
鮭
定
置

・
鮫

延
縄

・
小
手

繰

・
昆
布

・
柔

魚

(
乗

組
員

)

あ

五

よ

ゆ

項
目
な
旗

そ
え

ろ

の
み
、て
あ

ろ
。

蝶
刺
綱

の
ご
と
き
は

サ

y
プ

ル
藪

一
で

あ
ろ
に
か
か

わ
ら
ず
、

そ

の
各
経

費
目

の
構

成
比
牽
計
算

に
あ

た

つ
て
四
捨

五
入
法

に

一
貫
性

を
欠

い
て

い
ろ
乗

め
前
者

と
後
者

の
問

に
く

い
.違

い
な
生

じ

て

い
ろ
。

こ

の
よ
う

な
趣
嬬

に
喰

い
違

い
の
あ

る
集
計
表

彪
併
置
す

ろ

こ

と
は
好
ま

し
く

な

い
と
思

わ
れ
る
。

-

・

・

12

但

し
甲

工
揚

の
「
窯

業
及
び

土
石
工
業

」
の
所

得
率
計
算

に
關

し
て
疑

点

が
み

ろ
。

即
ち
(
娼
知
。。
)
の
表

で

は
上
記

の

ご
と
く
な

つ
て
お
り
、

所
得

に
七

千圓

(1)生 産 額176

萱 上 金174

原 材 料 費 ・69

一般 管埋及 び販萱 費16

そ の 他 の輕費

(2)経 費 小 計

(3)勢 務 費

(4)所 得(1)一(2)

鵬 鶏

18

102

49

54

30.68

(%)

四

千
圓

で
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

こ
の
二
〇

千
圓

は
誤
算
で

あ
ろ

の
か

・画・
ス
プ

リ

ン
ト
で

あ

る

の
か
、
,
ま

六

そ
の

ミ
ス
プ
.り

y
ト

の
嚢

生
点
が
経
費

項
目

の
中

に
あ

つ
て
所

得

に
誤
算

の
あ

ろ

ご

と
く

み
え

ろ

の
か
、
原
因

は
察

知

し
難

い
。

い
ま
假
り

に
所
得

七
四
千
圓

と

い
う
筆
者

の
解

繹

が
妥
當

と
す
れ
ば
、
所
得

率
に
四

二
・
〇

五
%

と
な
り
、
從

つ
て
甲

の
軍
純

平
均

(
脱
漏
調
整

の
甲

工
揚

分

に
利
用
し
六
所
得
率

)
は

四
五
・
二
六
%
で

に
・な
く
、
四
六

・
五

二
%

と
な
ろ
で

あ

へ

び

ろ
う
。

即
ち
窯
業

及
び

土
石
工
業

の
所
得

は
増
加

し
か

つ
脆

漏
調
整
分

の
所

得

も
ま

た
檜

加
す

る
こ

と
と
な

ろ
う
。

'

も

そ

の
計

算

は

吹

の

ご

と

し

。

ま
ず

水

産
、業
漁

掛

で

に

(
殉
。H
・
唱
娼
●駅
臨3
製
蟄
e⇔
)

の
表

か

ら

そ

の
他

-

の
激

業

な

除

く

総

計

な

「
漁

獲

高

」

と

「
所

得

計

」

と

に

つ

い
て
求

め

、
O
為
ま

尚
○O
Q◎
讐
O
ド
O
(
回

)
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お
よ
び

倉
O
O
ど
cO
。。
P
GR
目
O
(
亟
)
を
得
、
前
者

な
も

つ
て
後

者
秘
除

し

躰
ド
O
刈
訳

な
算

出
す

ろ
。
家
に
製
造

工
業
で
に

(
即
H
ら

・醤

)

の
表

か
ら

甲

の
生
産

ノ

ノ

額
合
計

と
所
得

合
計
な
得
、
ひ
。。
ω
も
給
N
O
刈
(
魍
)
+
H
闘
a

㍉
c。
卜。
レ
ひ
"
(
國
)
展

。。
ひ
馳
卜。
(
訳
)
と

な
る
。

こ

の
他

に
爾
者

共
各
個
別

所
得

率

の
、サ

y
プ

ル
敷

に

よ
う
加
重
平
均

な
計
算
す

る
方
法
も

あ
ろ
う
。

こ
こ

で
は

前
記
(
11
)
(
12
)
の
註

に
示
し
六
事

情

に
よ
り

そ

の
方
法
て

計
算

し
て

み
ろ
こ
と
毎
省
略

し
た

　

げ

。
要

す

る
に
爾
方
法

の
差

異
仁
、
加

重
な
総

生
産

領
で
み

る
か
サ

ソ
プ

ル
敷

で
み
る
か
に
基
ず

く
。

双
方

と
も

軍
純

李
均

よ
め
嚴
密
で
あ

る
実

と
に

い

う

迄

も
な

い
が
、

丸
こ

か
ら
も
計
算

方
法

の
撰
繹

が
愼
重
て

な
け
れ

ば
な
ら

ぬ
と

い
う

理
由
ず

け

が
な
さ
れ
う

ろ
し
、

叉

サ

y
プ

ル
籔

の
決
定

に
も
明

確
な

理
論

的
根
擦

が
要
求

さ
る
べ
き
こ
之
な
重

ね
て
強
調
す

6
こ

と
が
で

き

ょ
う
。

　

う

脇

,
附
言
的
に

い
主

つ
計
算
上
の
疑
占
崩霜

摘
し
モ

つ
。
そ
れ
蓋

碧

業

?
つ
ち

「
そ

の
他

の
碧

業
」
の
サ
y
プ
牽

均
所
得
額
計
算
に
關
し
て

く

サ

で

あ
ろ
。

(
即
H
、
b
や
慶
O
-
H
自

)

で
は
上

に
示
す

よ
う
に
計
算

さ
れ
て

い
る
が
、
②

は
人
件
費
な

含
ん
で

い
な

い
わ

け
で

あ

る
か
ら
、

更

に
⑤

な
加
え

圓

く1)螢 業 牧 入1,116,159

(支 出).

㌧ 修 繕 費53
s265

減 債 償'却 費 ＼44,930

その 他 の瞥業 費418,187、

(2)小 ・ 計'516,382

(3)人 件 費478,940

〔所 得 〕1,078,717

(1.)一(2)十(3)'

る
こ
之
仁
二
重
計
算

に
な
り
そ
れ
だ
け
李
均
所
得
を
過
大
に
評
債
す
る
と

い
う
結
果
な
生
℃
て

い
る
。

ア

正
當
な
計
算
結
果
に
よ
れ
ば
牢
均
所
得

ほ

笛
O
O
菊
ミ

画
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

生
産
統

計
お
よ
び
償
格

資
料

に
つ
い
て
は
、
道

臨
各
課

の
調
査

に
よ
る
も

の
が
主
艦

と

な

り
そ
れ

に
關
係
官
聴

や
大
規
模
経
螢

の
企
業

に
お
け

る
資

料
が
あ

わ
せ

て
利

用
さ
れ

て

ノ

い
る
。
例

之
ぱ
、⊥
農
業

に
お

い
て
は
道
農

務

・
食
糧

・
物
慣
る
畜
産
課

調
、の
も

の
お
よ
び

家
畜

セ
ジ

サ
ス

(
統
計
課
)
な
ど
が
◎

林
業

に
お

い
て
は
道

木
材

・
薪
炭

・
林
政
課
調

の

も

の
な
ど
、
、水

産
業

で
は
道
統
計
課
お
よ
び
北
海
道
水
産
物
検
査
所

の
調
査

が
、
鑛
業

に

お

い
て
は
道

石
炭

課

・
'北
海
道

石
炭
協
会

・
札
幌

通
産
局

の
調
査
お
よ
び
資

料
な
ど
、
建

設

工
業

で
は
國
費

・
道
費

の
、決
算
見

込
も

七
く
は
決
算
額

更

に
道

地
方

課
調

の
も

の
及
び
建
設
院
北
海
道
建
築
出
張
所

の
も
の
な
ど
が
使

わ
れ

て
い
る
。
叉
製
造

工
業

で
は
道
統
計
課

の
工
業
調
査

を
、
更

に
暦
年

の
計
数

を
年
度

に
延
長
す

る
た
め
に
日
銀
調
生
、産
財

實
数
償
格

指
敏

と
安
本
調
鑛

工
業
生
塵
指
激
を
利
用

し

て
い
る
θ
ガ

ス
電
氣
水
道
業

で
は
札
幌
通
産
局

の
電
力
部
お
よ
び
同
局
燃
料
課

・
道
環
境
衛

・
蓮

民

所

得

調

査

資

料

の

鎌

析



道

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

き

ど

生
課

の
資

料
が
、
金
融
業

に
お

い
て
は
拓
銀
そ

の
他

の
決
算
書

お
よ
び
諸
資

料
な
ど
が
、
叉
運
輸
通

信
業

で
は
札
幌
鐵
道
局

・
札
幌
逓
信

一瑚

局

、
咄
海

道
海
蓮
局

.
船
舶
蓮
螢
会

.
札
幌
中
央
放

逡
局

.
札
幌
道
路

蓮
逡
監

理
事
務
斯
輸

逡
課

.
北
海
道
運
搬
商

業
組
合

に
ぽ

る
計

敏

甲

や
悉
皆

調
査

に
よ
る
各
企
業

の
計
敷
が
使

わ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
ら

の
科

用
し
う

る
資

料

に
は
自

も
精
粗

の
墓
が
あ
り
、

そ

の
こ
と
が
計

算
結
果

に
も
大
な
り

小
な
り

の
影
響

を
與

え
て
い
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
が
、
概
略

的

に
み
て
、
農
業

・
林
業

で
は

可
成
り
精

で
あ
汐
、
水

産
業

.
製
造

工
'業
∵

蓮
輸
通

信
業

・
ガ

ス
電
氣
水
道
業
な
ど
は
若
干
粗

で
あ
り
、
鑛
業

.
建

設

工
業
そ

の
他

サ

ン

虞

(
15

)

・

・

-
ー

!

プ

ル
調

査

に
す

べ

て
を

委

ね

ね

ば

な

ら

ぬ
部

門

で

は
粗

で
あ

る
と

い

い
う

る

の
で

は
錨な
か

ろ

う
か

。

15

無
業
中

の
財
産
所
得

に
つ
い
て
若
干

の
註
繹
な
加
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
財
産
所
得
中
他

の
産
業
に
分
類
さ
れ
な

い
も

の
で
あ
・り
、
實
際
に

は
消
費
生
活
用
に
供
ぜ
ら
れ
る
土
地
お
よ
び
家
屋

の
地
代

・
家
賃
が
こ
=
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
推
計
方
法
は
左

の
ご
と
し
。

・

凱

・
歳

肇

溢

轟

署

黄

煽
(o
塁

価μ
峯

塩

蕪

x
。計

(講
薙

楠演
霧

Y

。。
(塵
)

ノ

$

函

×
細

曲
欝

醤
副
鐡
寓
〕+
O
O
函

×
薯
曲
欝
蔚

目
熟
亘

×

卵
H

㎝
O
ど
O
O
8
ゆ
06
刈
国

§

簿
蟻
{ロ
云

瀞
囲
欝

理
画
欝
畿

謹
…瞭

脚μ
汁
が
。

、
醤
冷

輔
薔
津
塙
麟

唱
欄
露

x
g
O
◎。

(
壽
難

灘
贈
獣
醇
藩

)
"

伊
。。
。。
(
画
)

、

9
。。
。。
函

x
鯛
曲
欝
蹄

暗
苫

瑠
澱
ヱ

+
9
。。
。。
函

×
導

辿
欝
醤
撃

葛
熊
至

x
囎
11

H
bg
o
ミ

。。
"O
置

亟

(
欝
δ

饗

h
咲
醤
葭

伴

酌
導
塑

片
騨
儀
蕎

摩
曲

よ
爆
濤
)
鮎↓
誉

汁
呈
廷

片
愈
蔚
回
露
欝
樹

一μ
h
唱
暗
欝
講
副
蹴
餅
鴬
φ
驚
理

聖

"
黙
脚
誇

藩
号
㊦
醤
腕
欝
嶺
輝
Σ
11
§

+
亘

+
欝
爵
鰍
演
勢
脚
諮
鼠
餓

予

慈

響

㊦
諜

欝

讐

車

-

域

,

、

矛

,
画

旨

・
率

(
ゆ
H
.
題

.嵩
OI

ま
O
)

経
螢
鰐
籔

に
つ
い
て
は
第
三
表
備
考
欄

に
示

し
た
よ
う

に
昭
和

二
十
二
年
九
月

の
事
業
所
調
査

が
商
業
以
下

の
産
業
部
門

で
利

用

さ
れ

43

て
い
る
。
嚴
密

に
い
乏
ば
、
一
年
度
間

の
輕
濟
活
動
を
蜀
象

と
す
る
た

め
に
は
あ
る
月

の
調
査

め
み
で
は
不
充

分

で
あ
り
、
特

に
年
度
間

に

価

,
お

い
て
増
減

が

幽
方

に
傭
し

て
激

し
い
場
合
な
ど
は
・
あ

る

一
時
黙

の
数
量
を
も

つ
て
全
期

間

を
お
し
は
か

る

こ
と
は
そ

れ
だ

け
評
債
を
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過

大
も

し
く

は
過

小
な

ら
し
め

る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
現
在

で
は
正
確
な
意
味

に
お

け
る
李
均
経
螢
総
敏
を
與

え
る

べ
き
基
礎
資

料
を

望

む

べ
く

も
な

い
し
、
破
乗
敏
た

る
奉
均
所
得
額
自
髄
も

そ
も
そ

も
そ
れ
程

の
嚴
密
性
を
も

つ
て
追
求
さ
れ

光
も

の
で
は
な

い
。
從

つ
て
問

　

ゴ

題

は
二
十
二
年

の
事
業

所
敏
を

一.一
十
三
年
め

そ
れ
と
し

て
準
用
す
る
こ
と

に
あ

る
。
製
造

工
業

に
お

い
て
も
、
既
述

の
ご
と
く
工
業

調
査

の
二
十
二
年

・
二
十
三
年
間

の
差
を
す

べ
て
産
業
分
類

の
差

と
み
な

し
、
自
然
増
減
な

し
と
し
て
脆
漏
調
整

計
算
を
行

つ
て
お
り
、
問
題

ぬ

　

ロ

ノ

は
同
じ
ま

う
に
考
え
ら
れ

よ
う
。
分
配
所
得

で
は

二
十

二
年

の
臨
時
國
勢
調
査

に
よ

る
就
業
人

ロ
を
二
十
三
年
常
佳
人

口
調
査

の
知
識

に

よ

つ

ス
延
長
す

る
と

い
う
手
綾

き
を
と

つ
て
い
る
が
、
事
業
所
数

の
延
長
推

算

に
關
す

る
適
當
な
デ

ー
タ
は
差

し
當

つ
て
わ
れ
わ
れ

の
手

許

に
は
な

い
。
も

つ
と
も
」分
配
所
律

に
お
け
る
そ

の
よ
う
な
延
長
推
算

に
つ
い
て
も
な

お
問
題

は
残

る
わ
け

で
あ

つ
て
、
そ

れ
は
後

に
鰯

れ

る
と
お
り

で
あ
る
。
、

_155-一

一昌

、分
配
道
民
所
得
は
第

二
表

の
ご
と
く
勤
帥労
所
得

・
個
人
業
主
所
得

・.
個
人
財
産
所
得

(
賃
貸
料

・
利
子

・
配
當

)
.
・法

人
所
得

(
留
保

ゆ

所
得

・
法
人
税
)

・
官

公
企
業
所
得

に
大
別

さ
れ

る
が
、
そ
の
計

算

の
基
本

シ

ェ
ー

マ
は
総

額
を
直
ち

に
求
め
う
る
も

の
を
除

い
て

ー

〉
踪

電
翌
芯
ヨ
輪
懸

×
導
離
〉
泣
H
恵
お
講
慧

'

で
あ

つ
て
、,い
わ
ゆ

ゐ
人
的

方
法
が
貫
か
れ

る
。
も
と
も

と
こ
の
分
配
所
得
な

る
概
念

は
合
衆
國
商
務
省

の

2
暮
ざ
昌
筥

同
昌
。
。
替
①
び
団

U
冨
茸
子
暮

才
Φ

oΩ
げ
鴛
①
ω
「
分
配

さ
る
べ
き
國
民
所

得
」
に
も
止
す

く

の
で
あ

つ
て
、

そ

の
把
握
は
嚢
生
時
黙

に
お

い
て
な
ざ
れ
ね

ば
な

ら

ぬ
も

の
で
あ
る

が
、
我

が
國

の
統
計
資

料

で
は
未

だ
焚
生
主
義

に
合
致
す

べ
き
も

の
は
な

く
、
實
際

の
計
算
は
支
沸
主
義

に
ょ
ら
ざ
る

を
え
な

い
の
で
あ
る
輪
賦迫
民

所
得

の
推
計
も
そ

の
例
外

で
は
な

い
。
た

窒
各
項
削

に

つ
い
て
前
記

の
シ

ェ
ー

マ
を
満
た
す
場
合

、
利

用
し

ノ

う
る
資

料

の
關
係
上
種

々
の
大

ぎ
な
假
定

を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
よ
う

で
あ

る
が
、
そ

の
面
か
ら
分
配
道
民
所
得
資
料
を
整

理
し
て

這

民

ρ跡

得

調
…
査

啓
ハ
料

の

分

祈

・
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道

民

}跡

得

調

査

資

料
層
の

分

析

み

よ

う

。

16

統

計
研

究
會

「
】
O
劇
O
」
一
〇
心
ゆ
(
」
い
)
識
…後

日
本

の
國
民

所
得
ー

推
計
方
法
と
計
数
」
(謄
爲
印
刷
)

や

醤

参
照
。
な
お
こ

の
プ
リ

y
ト
に
は
二
鴇†
三
年
お
よ
び
二
十

四
年
上
牛
期

に
關
し
安
本
財
政
金
融
局
國
民
所
得
調
査
室

・で
實
際
に
な
さ
れ
た
分
配
國
民
所
得

甫
個
人
所
得

・
個
人

支
出
の
推
計
方
法
が
詳
細

に
読
明
さ
れ
て
あ
る
。

う

勤
陣労
所
得
を
求

め
る

一
般
曲
方
式

は
、

(
羅
懸
曽

掴

卦
曽
噸
篇心
蹄
賠
)
×
(
黙
懸
曽
漣
蹄

望
繭
譲
藻
綾
酎)

で
あ

る
が
、
被
乗
数

は
現
金
給
與

額
と
現
物
給
與
額

と
か
ら

な
り
、
ま
す

現
金
給
與
額

に
關

し
て
は
毎
月
勤
螢
統

計

調
査

の
製
造

工
業

の
平
均
賃
銀

と
事
業
所

賃

銀

調

査

へ
二
十
三
年
十
月

の
計
数

の
み
)

に
お
け
る
各
産
業

の
'

そ
れ
と
を
比
較

し
、
そ

の
比
率

(
第

六
表
C
)
を
前
者

、

の
年
度
間
合
計

額
(
第
六

表
A

)
に
乗
じ

て
求

め
る
、
即

'

ち
毎
月
勤
勢
統
計

調
査

が
從
業
員

三
十
人
以
上
を
有

す

る
事
業
所

に
つ
い
て
の
抽
出

調
査

で
あ

み
と
こ
ろ
か
ら

そ
め
、結

果
を
悉
皆
調
査
た
る
事
業
所
賃
銀

調
査
結

果
で

(第穴表)毎 月勤勢統 計調査製造工業從業者 一 人當 り給與額

＼

(A)現 金 給 與
甲

(B)現 物 給 與

f

■

ド

男}ダ 男1女

23年4月 5・535「2・754円
円

・500

一

円

464

5 5・07512・ 与75 695
1

548

6
、

、5,635 1,361 449 160

7 6,827 3,124 1,393 465

8 7,562 4,648 245 '403

`!r

9 8,819 4,689 398
9

'

493

'

10 9,829 5,088 95歪 779

一11 i1,561 5,872 1,524 1,108

12 14,445 7,316 989 652

24年1月 11,329 5,774 1,199 856
ず 『

,2 10,957 5,553 1,026 490.

宴3 10,147 5,223 3,275
一

2,569

年 度 間 計 107,720 53,987 12,644 8,987

」
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23年10月 事業所賃金調査1 ・び封毎 勤製造工業隼率

一 ユ57-

(C)

女

脚

晒
㎝

㎝

聯
鵬

一

11,
ーI

it

ー臣ー

【
し3ー

且I

Iー

駈ー

レ
匪7

男

3'

4.

0

2

6

39■77』ρα00011

し

ー
…,F
l

-
lIー

ー

女
円

89

10

13

28

14

11のβ6!ρβ243334甲5

ー,

、

ー
[…

ー

男

癖
携
耀

i

i

業

業
業
業
業

業

業

工
騨
道

融

濫・造喋水輸

ノ

鑛

裂
ガ
及

商、

金

蓮

、

、

、

、

、

、

イ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

'

再

一「

補

正
し
た
わ
け
で
あ

る
。
次

に
現
物
給

與
額

に
つ
い
て
は
、
前
記

の
毎
勤
統
計
製
造

工
業

に
お

げ
護

間
現
金
給
與
に
封
す
る
現
潔

界

比
率
よ
藻

詳
雛
雫

9
、・。蓉

雇

業

に
準
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
金
給
與
額

に
乗

じ

て
計
算
す
る
。
(・7
)叉
方
式

の
乗

数

に
關

し

て
は
、
二
・十
二
年

の
産
業
別
被

雇
傭
人

口

(
臨
時
國
勢
調
査
)

に
、
二
+
三
年
常

佳
人

口
調

査
馨

敏
摯

る
二
+
二
勇

調
薫

人
・
の
比
証

窪

甲

ド
。恥㏄Lを
乗
じ

て
推
計
す

る
と

い
う
方
法
を
探
用

し
て
い
る
。

と
れ
ら

の
こ
と
は
、
第

一
に
;
十

三
年
度
間

に
お

い
て
他

の
各
産
業

の
賃
銀

が
製
造

工
業

の
賃
銀
ど
同

一
の
攣

化
を
示

し
か

つ
現
金

.
現

物
給
與

比
率

に
差
異

が
な
、い
と

い
う
假
定

と
、
第

二

に
二
十

三
年
度

に
お
け
る
被
雇
傭
者

人

ロ
数

が
二
七
二
年
度

の
そ
れ

に
封
t
総
人

口
の
増
加

と
同
じ
だ
け
増
加

し
、
か

つ
そ

の
産
業

別

男
女
別
構
成

に
全
く
攣
化

が
な

か

つ
た
と

い
う
假
定

に
も
と
す

い
て
い
る
こ
と
を
意
味

す

る
。17

0
臼
.
℃
。駅笛
》
眉
・駅9

唄
鶏
●

⑱

、
O
σH
・
娼
や
臼
-ー
凱
ド

し
か
し
な

が
ら
第

一
の
假
定

に
つ
い
て
い
之
ば
、
産
業
別
卒
均
賃
銀

が
そ

の
絶
樹
額

の
水

準

に
お

い
て
も
、
ま
た
そ

の
水
準
攣
化
▼の
態
様

に
お

い
て
も
著

し
く
差
異

の
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
な
事
實

で
あ

る
。
も

と
よ
り
道
民
所
得
推

計

が
前
記

の
よ

う
な

大
謄
な
猴

定
を
た

て
た

の
は
、
眞

に
頼

る
べ
き
正
確
な
デ

ー
汐

の
欠
除

に
も

と
す
く
不
可
避

的
虚
置

で
あ
わ

た

こ
と

は
充
分

に
認

め
ね
ば
な

ら
ぬ
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う
が
、
他

の
資

料
を
参
考
ま
で

に
提
示

し
て

、隔

道

民

所
一
得

調

査̀

資

料

の

分

祈
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し
て
釜
な

き
と
と

で
は
な

炉
。
第
七

表
は
、北
海

道
勢

働
基
準
局

の
調
査

に

ょ
ち
月
別

産
業

別
男
女
別
常
傭
勢
働

者

一
ケ
月
當

り
亭
均

現
金
給

與
額
を

　
む

　

指
数
化

し
た
も

の
で
、
期
間

は
二
十

四
年

一
月
か

ら
二
十

五
年

十
月
ま

で

で
あ
り

、
道

民
所

得
調
査

の
期
間

と

關

係
あ

る
の
は
そ

の
最
初

の
三

ケ
月

の
み
で
は
あ

る
が
〉
時
間

的
攣

化

の

態
様

に
大
き
な

差
異

の
あ
る
こ
と
は

ζ
れ
に
よ
り
充

分
察
知

で
き
る
で
あ

ろ
う
。
吹

に
こ

の
指
敏

の
基
礎

に
な

つ
て
い
る
平
均
現
金
給

與
額
と
道
民

'
所
得
推
計

の
そ

れ

の
各
月
計
算

と
を

、
鴨

封

比
し
て
み
よ
う
。
勿
論
道
民
所
得

瑚

推
計

で
は
た

と
え
個

々
の
月

の
額

に

一

く

い
ぢ

が

い
が
あ
り

て
も
全
匿

と
し

道

,民

所

得

調

査

資

料

の

結

果

の
乖
離
を
槍
討
す

る
こ
と
も
決

(第 壱 表)

分

!
析

蓮 輸
通 信 業

男 陵

金 融 業

男i女

 

業商

男1女

ガス電氣

水 道 業

男i女

製造工業

男}女

 

業鑛

男!女

 

,別月

93

.
80

86

81

79

飢

醜

齪

90

93

鵬

川

95

85

78

83

77

75

88

79

90

82

99

89

82

88

86

89

㎜

伽

94

95

柳

価

91

85

78

87

73

80

82

94

88

95

》

86

79

鵬

…
…
85

97

㎜

㎜

m

㎜

麗

防

螂

四

伽

躍

貯

蔵

防

窟
加

.
陶

99

87
㎞

91

90

88

㎜

98

m

慨

捌

麗

悌

伽

伽

齪

m

即

勝

桝

m

塊

67

73

89

76

78

87

㎜

95

78

76

85

四

鵬

96

窃

87

92

90

93

窃

囎

85

80

91

88

89

97

㎜

97

92

90

麗

"

燭

幽

聞

窃

酩

伽

酩

肪

1301
1501 ヱ01

 

69

74

86

謝

柳

m

㎜

鵬

99

96

網

鰯

鵬

鵬

魏

錨

嘱

協

籾

鰯

釣

娩

78

73

89

麗

97

91

齢

97

91

%

…
…
躍

92

95

92

臨

僻

四

撹

莇

倣

貯

蛎
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94
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99

㎜

㎜

鵬

佃

薦

的

齪

……

塒

99

窃

酩

窃

悩

酩

麗

聡

99

93

97

99

㎜

㎜

㎜

靭

…
…
脂

齪

撚

四

囎

耶

翻

僻

肪

m

麗

m

捌

㎜

認

麗

田

田

櫛

135

118

107

114

劉
io11
lQ2

114

117

140

117

103

104

協

%

拐

囎

蝿

⑳

、四

128

137

128

126

24年
ノ

i月

2

3

4

5

6

7

QQ

9

10'

!1
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25年 1月

2

3

4
.

5

6

7

8

9
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(159)一159一

て

の
」年

度

聞

合

計

に
っ
い

て
假

定
,の

比
率

が
安

當

す

れ

ば
よ

い

の
で
あ

る

か
ら
、

こ

れ

だ

け

で
は
'そ

の
乖

離

を

云

為
す

る

こ

と

は

出

來
な

い

と

い

わ

ね
ば
な

ら
翫

い
が
、

一
磨
第

八
表

に
示

す
ご
・と

く

お

の

お

の
プ

ラ

ス

.
マ
イ

算

ナ

ス
の
隔

差

を

み

謝

い
だ
す
の
で
あ

る
.

動

妻

所
賃
鴛

査
鍮

め

結

果

と

ー…封
、比

ぜ

八

)

し
め

る

と

い

う

こ

儲

い

と

は
毎

勤

統

計

調

,
、

1隣 工剰 継 暴i商 剰 鱒 業膣 信鍵

男

(假定比傘) 0.74 α70 0.72
'1

.06 1。03
、

「

24年1月

2

'3

8,383

8,108

7,509

7,930

7,670

7,103

8,157

7,889

7,306

12,009

11,614

10,756

11,669

112286

10,451＼

(假 定比率)」 α65
1

0.71 φ11α83
'

1ρ3

1 i
5,947

5,720

5,380

4,792

4,609

4,335

4,100

3,943

3,708

4i100

3,943

3,708

3,753

3,609

3,395

 

月ー1

2

3

24年

 

女

(B)第 七表 の基礎 データ

レ

劃ll:;1;
＼

101 9,573

191 6,071

755 5,237

241, 5,587

13,

11,

14,

5,

4,
ノ

6,

7,906

7,472

8,473

t7,431

6,878

8,402

9,011

8,501

8,791

 

月-
`

2

向)

24年

24年 1

2

月 4,044

3,808

3.272マ

3;518』

P

3,548

3,884

4,7414,0953,979

 

3

∠

男

-
劃

ら

十

十

十、

116

937

878

一f,428

-266

-3
,345

一

+4991+251

十792十417

1,299-1,167

一628

-393

一 ち282

(C)(A)一(B)

24年1月

2

掛

男

遺

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

399

146

一124

十483

-207!,906

十

十

828

425

387

十552

十59

-1
,033

291

199

584

 

け月

◎

-

(∠

3

24年

女
ノ



(160)一160_

道

民
・
所
昭
得

　調

査

菰只
料

の

分

析

査

に
お

け

る
大

規
模

企

業

へ
の
偏

り

を
是

正

す

る
意

味

を

も

つ

の
.で
あ

る
か

ら
マ

マ
イ

ナ

ス

の
値

が
q

に
出

る
こ

と
は
當

然

で
あ

ろ
う

。

(

・

た
ま

た

ま

プ

ラ

ス
と
な

つ
た

月
も

他

の

マ
イ

ナ

ス
と
な

る
月

に

よ

つ

て
相

殺

さ
れ

、
全
髄

と

し

て

マ
ノ
・
ナ

ス
に
な

れ

ば
問

題

は

少

な

い
が

、

へ

果

し

て
そ
あ

よ

う
な

結

果

を
期

待

し

て
よ

い
か

、
q

だ

け

で
は
何

も

確
言

的

に

い

い
え
な

い
と

し

て
も

、

な

お

こ

の
假

定

の
要

當

性

に
封

(

す

る

一
磨

の
吟

味

と

し

て
考

え

る

こ
と

は
不
都

合

で

は
な

い

で
あ

ろ

う
。

勿
論

わ

れ

わ
れ

の
利

用

し
う

る
資

料

は

こ
れ

の
み

に
止

る

の
で

あ

リ
へ

叉
現

物
給

與

に
關

す

る
デ

ー
タ
を

も

つ

て
い
な

い

の
で
あ

る
か

ら
、

道
民

所

得
推

計

の
結

果

を
訂

正

す

る
こ

と
を

意

圖

す

る
も

の

で

は
毛

頭

な

い
。

、

19

北
海
道
勢
働
基
準
局

「
北
海
勢
働
基
準
」

(
月
刊
)
に
よ
う
。
索
だ
し
同
誌
で
は
鑛
業

の
み
な

二
十
四
年
七
月
基
準
と
し
、
他
の
産
業
は
杢
部

二
十

・

四
年

一
月
基
準
と
な

つ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
比
較
野
照
の
便
な
計
つ
て
全
部
な

一
律

に
二
十
四
年
七
月

ベ
ー
ス
に
改
算
し
六
結
果
な
示
し
t
の
ぞ

あ

る
。
こ

の
指
歎

の
基
礎
資
料
は
、
常
時

一
〇
人
以
上

の
勢
働
者
彪
雇
用
す
る
亭
業
所
か
ら
暦
別
抽
禺
法
に
痢
つ
て
抽
出
さ
れ
表
調
査
封
象
に
お

い
て
、

そ

の
月

の
最
終
給
與
締
切
、日
か
ら
遡

つ
て
前
月

の
最
終
給
…興
締
切
日
の
翌
日
ま
で

の

一
ケ
月
間
に
支
給
さ
れ
た
す

べ
て

の
現
金
給
…與
に
關

し
て
調
査
し

液
も

の
で
、

一
人
當
り
亭
均
は
支
給
総
額
な
前
月
末
勢
働
者
敷
と
本
月
末
勢
倒
者
磁
と
の
和
牛
で
除
す
こ
と
に
よ
り
算
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
お
二
十
四

メ

年
誘

査
封
象
箋

所
の
み
皐

均
で
あ
男
=

一+
五
年
茎

藪

所
曇

す
る
推
計
値
で
あ
桑

め
・
叉
二
+
四
年
の
蓮
整

信
讐

管

本
響

鐵
道
は
除
外
さ
れ
て
あ
ろ
が
二
十
五
年
か
ら
に
そ
れ
な
包
含
し
て
い
ろ
液
め
に
、
嚴
密
に
い
え
ば
爾
年
の
数
字
は
蓮
結
し
な

い
の
で
あ
る
。

第

二

の
假
定

に
つ
い
て
も

、
こ
+
三
年

の
被
雇
傭
者
籔

に
關

す
る
調
査
資

料

の
な

い
現
在

で
は
結
局
何

ら
か

の
延
長
推

算

に
頼

ら
ぎ

る

を

え
な

い
の
で
あ

る
が
、
二
十
二
年
と
二
十
四
年
と
を

比
較
し

て
全
人

口
は
三
、

八
五
二
、
八
一
二

人
か

ら
四
、

一
八
五
、
五
〇
六
人

へ

と
八

・
六
%
増
加

し
た

に
か

」
わ
ら
す
、
就
業
者
数

は

一
声
六
二
七
、

五
五
七
人
か
ら

一
、、
五
七

六
、
五
四
七

人

へ
と
反
樹

に
四

・

一
%

減
少
し

て
い
る
事
實
よ
り
考

え
る
な
ら

ば
、
総

人

口
増
加
率
を
庵

つ

て
二
十
三
年
被
傭
者
敏
を
推

算
す

る
と

い
う
操
作

の
要
當

性
に

つ
い

て
若

干

の
疑
問

を
挿

ま
ざ
る
を
之
な

い
の
で
あ

る
。
第

九
表

の
淘

で
、
わ
れ
わ
れ
は
一
一十
二
年
産
業
別

男
女
別
就
業
人

口
と
二
十
四
年

の

(

'ノ

(
2③

)

、

＼

ラ

そ

れ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
算
術
亭
均
を
計
算
し
、
そ

の
李
均
値

に
野
す
る
二
十
二
年

の
比
を
求
め
た
。
同
表
但

は
更

に
そ

の
比
率
を
二

、
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(161)

)

)、dc((

γ0
曳

、

q

ノ

謬

朧

罐

畿

謬

溜

備

援

謙

提

噛

i

鳶

)

(¢+④

歯

2

難

螺

讐

戴

∴職

講
器
珊

r

ー
就
口ω年人%業

9

讐

薦

羅

轄.

聯

灘

慰
一

τ

就
ロ㊨犀人

'

22

業」

蟹

灘
㎜
羅

灘

畑

罵
㎜
驚
脚

齢

、

,,＼

男

女

男

女

男

女

男

女'

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男
、

女

男

女

～

し

f《

t

ー

ー
r

ヅ

ー

f

ー

{

f{

C

～

ー

rく

l

f{

し

戴

業

業

業

業

業

羨

業

業

業

業

産

讃

藩

融

讐

農

、

林

水

鑛

建

製

が

及

商

金

蓮

サL234.氏9αL23'生11τ」-」-

星

`

、

-

…

ー

憾給

15・自・牒 烈 器

16公 務及團俸{婁1;:1;:

17:その擁 業 劇11:ll

24,282・

10,916

61,947

13,441

`

28,334量

14,523

55,741

12,758〔

0.87

0.80

1.130

1.06

・ 合 ㌔{婁
鷺,

1,068,2051,089,785・1,078,995・1.Ot〆

559,392486,764523,0780.94
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(第 先表B)

1・{

2・'(-

3・{

生{

丘{

.6・1{

τ'{

8.1
し

9

10.

il.

12.

13.

14,

-.

こ

{

{

{

{

～

迦

(e)

22年 被雇傭者

15,887

15,547

へ

23,040

3s764

28,911

3,975

100,717

15,763

45,256

3,234

116,498

33,845

5,913

極 631

20,361

8,216

5,7ρ4

3,377

100ジ148

13,750

5,708

11,720

23,677・

五4,520

.4&533
/

12,033

11,072
、

4,085

(f)

(e)×(d),

15,410

14,77Q

2コ,888

、3,124

'

29,489

3,021

108,774

14,975

49,424

2,975

'107
,178

.27,414

5,795'

555

23,008

8,216

9,183

4,086

98,145

12,100。

12,044

17,346

20,599

11」616

54,842

12,755

11,183

3,840

墨'

(9)
這.民 所 得 調査
1二お けろ推定値

、'

16,570

16,216

24,031
3e717

30,154
'4

,146

105,04s

16,441

47,202

3,373

121,507

35,300,

層
!6,236'

658

21,237

8,569'

5,949

3,522

104,454

14,341「

5,953

12,224

24,695

15,144

50,620

12,550

11,548

4,261

億

一・162一

(h)

(9)一(f)

ハ)

3

5

=
ノ

26

66

22

98

29

・
86

ふ
41

03

η

53

34

64

09

41

91

22

96

28

22

05

0

!◎

6

4

4
、

9

6

2

1

4

1

5

6

1

■

メ

2
'

3

β

β

4

ー

ノ

β

2
'

5

β

2

ρ

4

の

5

'

2
'

2

ク

コ

ク

ク

ー

1

1

1

3

1

1

4

7

1

3

,
6

2

6

5̂

4

3

4

1

,

1

十

'

十

十

、
十

十

十

一

十

.

一

十

十

十

、
十

十

一

十

一

一

十

十

一

一

十

十

、
「

一

65

.
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十
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働

+
二
年
の
嚢

別
男
女
別
蓬

傭
者

,
⊆

(21
)

人

口

に
乗

じ
、

そ

の
結

果

と

道

民

所

得
推

計

に
お

け

る
推

定
被

傭

人

ロ
藪

(
O
↑

や
U卜。
)
と

の
差

を

最

後

の
欄

に
示

し
た

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
プ

ラ

.

ス
に
な

つ

て

い
る
、も

の
は
過

大

評

橿
一
㍉

が
、

マ
イ

ナ

ス
は
過

小
評
.償

が

h
報

告

」
中

に
探

用

せ
ら

れ
た

推

計

に
存

-在

し

て

い
る

と

い
う

こ
と

を
意

昧

す

る
。

從

つ
て

こ

の
よ
う

な

人
員

推

計

上

の
差

異

が
勤
艸労
所

得

額

を

決
定

す

る
上

に

い
か
な

る
影

響

を
與

え

て

い

る

か

を

み

る
た

め

に
、
、第

十
、表

で
は

推

定
被

雇
傭
著

激

で
所

得
計

算

が
な

さ
れ

て
い
る
部
門
だ
け
に
つ

鱒

・

動

一

「
報

告

」

の
平
均
勤

帥労
所

得

額

に
前

」

、+

劉

の
最
後
の
欄
の
計
籔
を
輩

み

儲

た
。
農
業

は
サ
ン
プ

ル
調
査

に
よ
る

ω

十

十

十

十
、

十

十

十

十

十

十

十

・× 〔ロ}

千円

117,866

421,791

71,547
L/

143む91

205,165

1,290,670

312・701

37,576

41,541

155,221

15,289

417,270

28,558

790,997

140,8i5

46!,76翁

1ち7,187

一人晶 均獺[購!(h)よ り

 

0

1,736

3,726

1,466

1,222

398

4,329

7,886

441

103

1,77,1

353

3,234

564

6,309

2,241

1,213

7・86

 

十

十

十

十

+

解

+

彰

十

一

十

+

'+

、 円
67,895

113,202

48,804

117,096

51,549

90,074、

39,653

85,207

43,313

87,646

43,312

129,026

501634

五25,376

62,836

41,181

199,983

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

 ー

{

ー

～
し

ρ{

～
{

～
{

噛業

業

業

業

.
工

工

設

造

、

林

鑛

建

製

ガス 電 氣 水 道 業

業

業融

!

商

金

蓮 輸 樋 信 業

サ ー ビ ス 業

そ の 他 の 産 業 塩

進駐軍 關係勢務者勢賃 な別 に計算 す ろ7;め1～ そ の勢務者 敷5,613入 蒼

控 除 せねばな らないが、第九 表 の(f)及 び(g)に は共 に それ が含 まれて お

り、從つ て差 額 に控除 の有無 にが かわ らず 同一で あ る。
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造

民
'
所

得

調

査

賓

料

め

分

耕

耕
作
規
模
別

一
戸
當
雇
傭
賃
銀

に
耕
作
規
模
別
推
定
農
家

戸
数

を
乗
じ

(
O
●H
●
署
.訟
ー
器
)

、
水

産
業

お
よ
び

公
務

・
團
艦

は
生
産
所
得

伽

馨

の
デ
ム

を
そ
の
奮

甜
用
し
て
㌻

(。
ζ

帆書

3

6

黙

は
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
薫

業
嘗

人
件
港

蘂

姦

ヨ　

わ

一
、

(
土
十

二
年
)

を
乗
じ

て
計

算
し

て
あ

る

(
ρ
H
や
ひ
戸
)
た

め

に
除
外

さ
れ

る
。
第

十
表

の
示
す
と

ご
ろ
に
ょ
れ
ば

、
各
産
業

に

つ
ぎ
大
小

様

々
の
過
大

・
過
小
評
慣
が
考

え
ら
れ
、
か

つ
全
般

的

に
い
つ
て
か
な

り
過
大
評
慣

の
あ

つ
た

こ
と
が
察
知

で
き
よ

う
。

し
か

し
な

が
ら

∫

わ
れ
わ
れ

の
推
計
も
叉
、
各

産
業

の
男
女
別
被
雇
傭
者

歎

の
増
減

が
當
該
産
業

に
お
け
る
男
女
別
就
業
者
籔

の
増
減

と
同
比
率

で
あ
る
と

い
う
、
從

つ
て
ま
た
就
業
者
中

に
お
け
る
個
人
業
主

・
会
肚
及
び
團
膣

の
役
員

、
家
族
從
業

員

・
被
傭
者

の
各
構
成

比
率

に
攣
化
が
な
か

/

つ

た

も

の
と

す

る
假
定

の
上

に
立

つ
て

い

る

の

で
あ

つ

で
、
そ

の
意

味

に
お

い
て
健

一
つ

の
假

定

を
検

討

す

る

に
他

の
假

定

を
・も

つ

て
し

た

に
外

な
ら

す

酒

こ
れ
よ

少

一
學

に
.臨
定

的
な

結

論

を

下
す

こ
と

は
差

し
控

え
ね

ば
な

ら
な

い

で
あ

ろ

う

。
た

欝
假

定

の
愛
當

性
を

少

し

で
も

向

鳶

さ

せ
る
た

め
の

一
つ

の
試

み

と

し

て
、
以

上

の
よ
う

な
検

討

を

加

え

る

ご
と

も
徒
艸労
で
は

あ

る
ま

い
と
思

う
。

20

北
海
遣
糖
合
園
襲
委
員
,會
事
務
局

「
北
海
遣
人
ロ
推
計
及
び
雇
用
基
礎
質
料

」

(
綜
合
開
褒
資
、料
第
+
七
號
)
昭
和
二
+
五
年
十
二
月
貸
や
ま
第
5

・

表

お
よ
び
第

6
表

に
ょ
ろ
。

雨
年
に
お
い
て
産
業
分
類

の
攣
化
が
あ

つ
た
と
思
わ
れ
う
が
べ
そ

の
實
質
的
な
相
違
は
判
明
し
が
液

い
の
で
、

軍
に
名

目
的
な
調
整

の
み
私
施
ん
て
お

い
た
。

即
ち
第
九
表
は
二
十
二
年

の
分
類
に
よ
う

が
、

二
十
四
年

の
そ
れ
は

L
農
業

2
。林
業
及
狩
狸
業

&
漁
業
及

水
産
養
殖
業

4
鑛
業

義
建
設
工
業

◎
製
造
工
業

&
卸
費
及
小
費
商
業
9

金
融
保
険
及
不
動
産
業
10
サ
ー
ビ
ス
業
11
蓮
輸
通
信
及
公
盆
事
業
蛇
公
務
13

ノ

レ

教
育
宗
教

と
な

っ
て

い
る
。

そ
れ
故
第

九
表

の

㈲

で
ば

乳

ガ
ス
電
氣
水

道
業

の
男

(
9
一
〇
〇
)
女

(
ひ
自

)

と

10

蓮
輸
通
信
業

の
男

(
δ
O
も
目

)
女

(
一
倉
謡

も。
)
と

の
そ
れ
ぞ

れ
男

女
別
合

計
を
10

に
計

上
し

て
お

い
表
。

、

21

そ

の
他

の
産

業

に

っ
い
て
に
合
計

に
お
け
る
比
牽

な
援
用

し
糞
。

'

戸

.
鉱

難

の
現

霧

與
プ
ラ

ス
現
物
麓

の
推
計

に
よ
ξ

る
も

の
に
・
林
業

建

設
藁

・
芋

ビ
ス
業

・
「
そ
の
勢

嚢

」
で
あ
り
・
蘂

は
二
+

の

二
年
九
旦

妻

嘉

葦

に
よ
り
蘂

從
業
養

.人
當
盤

ハ贔

集

め
、
、
、れ
に

「
毎
勤
統
計
」
の
鍵

垂

の
同
年
同
月
愛

.ー
ス
と
す
ろ
月

16

別
賃
銀
指
敷

で
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
二
十
三
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月

の
分
ま
で
彪
算
出
し
て
お
り

(P
H
ら

・鋒
)
、
建
設
工
業
貫
製
造
工
業
男
女
別
李
均
・

(

6



駒

賃
銀
雪

・・。(塩

、。貧
螺

導
謬

講

鰻

日議

藷

購

)
塞

じ
て
(U
・ξ

・・
)
推
計
し
て
錠

い
ず
ポ
垂

工
業
の
計
数
俵

存

(

し
て

い
る
上
に
お

い
て
は
既
蓮

の
假
定

が
貫

ぬ
か
れ
て

い
ろ

と

い
え

よ
う
。
サ
ー
ビ

ス
業
は

サ

y
プ

ル
調
査

に
よ

つ
て
亭
均
勢
賃

な
求

め
(
曼
目
●
b
ぴ
一
)
、

謹

軍
關
讐

の
ぞ

「そ
の
他
の
蘂

」
で
は
(悪
準

〉
壁

糞

臨
)
・
(
.、岳
蝸
謹

設
叢

議

轟

鋸

亨

裏

に

よ

つ
て

い
る

(
や
ひ
む
。

.

.

～

',

お

な

お
サ

ー
ビ
ス
業

の
サ
y
プ

ル
調
査
結

果
は
、
人
件
費

合
計

額

卜。
6b
h
藤
P
O
U
ひ
(
画
)
・
從
業
前具
敷

ひ
Go
ひ
(
〉
)

が
ら
卒

均
劣

賃
合

レ
Oo
戸
(
亟

)
あ
算

田
し

・

六

(
㍗
ひ
同
〉

と
あ
ろ
が
、

こ

の
調
査

と
生
産
所
得

に
關
す

る
め
調
査

と

の
關
係

は
明
ら
か
で
な

い
。

ち

な
み

に
第

五
表
た

お
け

ろ
人

件
費
総
額

は
㈹
o◎
噛

O
器
㌔
日
O
(
塵
)
、
從
業
員
総
数

に

ポ
。。
同o◎
(
人

以
〔
男
H
.
や
μ
ミ

の
サ

y
プ

ル
小
分
類

李
均
從
業
員
数

か

サ

y
プ

ル
敷

壕
て
還
元
し
五
総

和
〕
と
な

る
。

…
昂

　

b

l

F

個

入

業

主

所

得

は

勤

勢

所

得

の
場

合

と

同

様

の
形

式

で
計

算

さ

れ

る
。

即

ち

(
麟

撫

曽

唱

芯

薗

》
懸

紳

奪

譲

)
×
(
鍛

懸

匿

重

〉
懸

計

鐸

・
▽

が

そ

れ

で

あ

る

が

、

乗

数

に

つ

い

て

は

勤

勢

所

得

の
場

合

と

全

く

同

様

で

あ

り

、
'
二
十

二

年

と

二

十

三
年

の
総

人

ロ

増

加

傘

で

延

長

し
ゆ

㍗て
い
る
。
た
だ
被

乗
籔

の
推
計

に
は
新

し
い
問
題

が
介
在
す

ゐ
と
思

わ
れ

る
。
そ
れ
は
先
す
商
業

一
業
為
當
り
所
得
額
を
計
算
↓
、

こ
れ

に
諜

講

酬
鱗

叢

蕪

集

じ
て
璽

・
嚢

垂

・
鍵

工
業
・
金
鍵

・
藝

通
星

・
「そ
の
侮
の
産
業
」
の
各

天

嘗

業

主
所

得
を

求

み
る

(
。
・H
ら

b
・ひ
了

ひ
)
と

い
う
操

作

を
施

す

の
で

あ

る
が
、

前

記

の
商

業

一
業

主

當

り
所

得

の
計

算

は
次

の
ご

と

く
行

わ

れ
ゑ

生
産
所
得
に
存

る
粟

サ
ン
プ
ル
調
査

(卸
費
業

・
小
費
業
)
結
果
に
ょ
れ
ば
・
螢

紫

牧

釜

サ
ン
プ
奉

均
は
卸
費

§

⑦

ー

、

(
23

)

(
融
團
)

・
小
費

bっ
G。
㊤

(
↓
函
)
、
同
螢
業
牧
入

は
そ
れ
ぞ
れ

H
ρ
Q。
b。
①

(
県
國
ソ

.
H
㍉
。。
O
(
卍
團

)
と
な
り
馬
こ
巾
よ
り
ー
懸

融
鯨
導
譲

藍
Tl
I
懸

既
曝
苗
観
型
欝
麟
型
"躍
慧

+
ー
懸

計
曝
麟
懸
蓉
齢
11
ー
懸

計
瞬
麟
懸

褥

》

×
O
.O
鐸

+
ー
懸
瀞
曝

麟
懸
勇
助

の
式

で
算
出
し
た
結

果

に
、
サ

ン
プ

ル
調
査
客
瞭

の
選
定

が
大
規
模

企
業

に
傾

い
た

こ
と
を
修
正
す
ゐ
た
め
全
事
業

所
李
均
從
業

員
数

ハ
事
業
所
調
査

に
ょ

る
)

臨

撃

る
サ
ン
プ
沙
調
秦

均
從
書

轍
の
比
(

一・bg
h
ド
cQO)
柔

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

§

(
書

髪

(違

茜

費

・
小
費
業

二

茎

當
所
得
と
す
る
。
逐

魯
羅

療

轟

謬

蓼

蝸
講

羅

講

総
、募

蜷

翻

の
裏

で
出
肇

・物
・聞費
買
仲
立
業
・

癌追

民

皿跡

得

調

査

資

料

の

分

析

、

.

b
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遣

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

.

(
25

)

'

.

'

-

倉
庫
業

・
不
動
産

取
扱
業

の

一
業
主
當
り
所
得
額
を
、

叉
各
種

物
品
小
費
業

は
小
費
業

の
そ
れ

を
、
更

に
露
店
商
お
よ
び
行
商

は
小
費
業

の
五
四
%
を

一
業
主
當
り
所
得
額
と
見
徹
じ

・

こ
の
八
項
目

の
中
分
類
別

一
業
主
當
り
所
得

に
推
定
磁葉
主
藪

を
乗

じ
そ
れ
ら
を

合
計
し
て

商
業

個
人
業

主
所
得
を

得
ρ

こ
れ
か
ら
逆
算
的

に
商
業

一
業

主
當
り
所

得
額

c。
O
ρ
刈
巌

(
痙
)

を
推
計
す
る

の
で
あ

る
(,
H
憲
ひ
。。
む
ひ
u
)
。

お
そ
ら

く
事
業
税
課
税
所
得
額

に
お
ぽ
る
較
差

に
よ

つ
て
既
知

の
デ
ー
タ
を
各
産
業

あ
る
い
は
各
中
分
類
別

項
目

へ
準
用
し

て
行

く
と

と

は
、
課
税

所
得
間

の
比
率
が
所

得
全
般

に
お
け
る
比
率
、と
全
く
同
様

で
あ
る
と
す
る
假

定

に
も
と
す
く

こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ

る
と
は

い

之
、
現
在

の
利
用
可
能
資
料

の
範
園

か
ら
考

之

て
適
當
な
虚
置

で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な

い
と

こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
商
業

一
業

主
當
レ
所
得
計
算

に
際

し

て
と
ら
れ
た
業
主
敷
推
定
上

の
假
定

、
即
ち
総
入

口
の
増
加
率

を
竜

つ
て
業

主
敏

の
増
加
率
と
す
る
假
定
た

つ

い

て
は
既

に
勤
艸労
所
得
に
お

い
て
問
題
と

さ
れ
た

と

こ
ろ
で
あ
り
、
從

つ
て
こ
こ
で
は
被
乗
数

・
乗
数

と
も

に
人

ロ
推
計
上

の
問
題
が
か

ら

ま

つ
て
い
る
と

い
え
よ
う
噂

ミ

　

%

　9
ヒ

緊
O
ρ

こ

こ
で
卸
費

業

に
お
げ

る
螢
業

牧
釜

は
わ

れ
わ

れ

の
第
四
表
動

の
計
算
結

果

と
合
致
す

る
。

な

お
替

業
牧

入

の
数

値
は
若

干
く

い
ち

が

い
な

生
じ

て

い
う
が
、

そ

の
原
因

に
明
ら
か
で
な

い
o

へ

お

24

・
O
臼

覧
9
.

○

・
〇

二
四
に

つ
い
て
は
既
に
鰯

れ
れ
。
第

四
表
鋤
.な

み
よ
。

～

25

事

業
税
課

税
所
得

額

の
デ
ー

タ
は
道
税
務
課
調

に
ょ
ろ
。

な

お
事
業
税

の
事
業
分
類

に
L

問
屋
業
且
物

品
販
賢
業
a
出

版
業
生
仲
立

業
哉
倉
庫

業
6

へ

そ

の
他

に
な

傷
て

お
り

、
産
業
分

類

は
こ

れ
に
…封
し
工
卸
費
業
乳

各
種
物

品
小
費

業

・
小
蜜
業

・
露
店

行
商
a

田
飯
業
4
。
物
品
費
買

仲
立
業

生
倉
庫
業

5

不
動
産

取
扱
業

の
こ
乏
く
封
磨
す

る
も

の
と
ざ
れ

る
。
(
U
●H
・
や
$

)

　

も

わ
れ
わ
れ

が
被
雇
傭
者
敏

の
推
定

に
あ
た

つ
て
立

て
た
別
個

の
假
定

に
も
と
す

き
、
二
十
三
年

に
お
げ
み
個
人
業

主
敏

を
推

計
す

る
と
轟

第

十

一
表

の
ご
と
く
な

ろ
う
。
但

し
農
業

個
人
業

主
所
得
は

サ

ン
プ

ル
調
査

に
よ
る
規
模
別

一
戸
當

り
所
得

に
耕

作
規
模
別
推
定
農
家
戸

数

を
乗

じ

て
求
め

(
一)
』
.
薯
●ひ
ト。i
O
・。
)
、
林
萎

よ
び
水
産
叢

そ
れ
ぞ
れ

の
生
俸
所
得
禦

.ら
分
配
勤
勢
所
得
響

控
除

し
た
淺
顯

に
推

定
個
人
分
比
牽
を
乗
じ

て
計

算
惑
れ

て
あ

る

(
U
』
・ら
総
)
た
め
、
一
態
業

主
数
推
定
と
無
關
係
な

の
で
こ
の
表

で
は
計
算
を
省
略

し
た
。
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(第 十 一 表)'

(d).

男 女 合 計

(c)

(a)×(b)
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ゆ
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刷
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鋭
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コ

峨
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0

似
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245

、男

女

男

女

男

女

男

女

 ～

1

ー

イ

し

ゑ

し

業イ.鑛

ロ.建 設 ・工 業

ハ・製 造 工 業

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

～

、

4聲■ヒ

～

し

ー

ー

業

業融

昌.商

牢 ・ 金

へ 蓮韓 通 信 業

ト・ サ 〆 ビ ス 業

業チ.自

チ,そ の他 の産業

(a)1:定P.1.pp.51一521こ よ うo

(b)に 各 産 業 別 男 女 別 就 業 人 自に お け ろ
(22年)蝉瓢2蹴

次
に
商
㎝葉
に
お
け

る
個
人
業

主
所

得

、

を

「
報
告
」
中

の
方

法

に
ょ

つ
て
計

算
す
る
と
第
十
二
表

の
ご
と
き
結
果

～
を

う
る
。
即
ち

二
十
二
年
事
業
所

調

査

の
中
分
類
別

事
業
数

の
構
成
比
率

を
も

つ
て
推
定

総

業

主

数

を
按
分

し
、

こ
れ
を

一
業

主
當

り
所
得
額

に

乗
す

る
、
次

に
各

項
目

を
合
計

し

で

商
業

個
人
業
主
所

得
総
額

を
う
る
と
.

.共

に
、
…逆
算

に
ょ

つ
て
そ

の

一
業
主

當
り
所

得
額

を
求

め
る
の
で
あ

る
。

次
に
こ
の
よ
う
に
し
て
求

め
た
商
業

一
業

主
當

所
得
額

q◎
O
μ
"c◎
毒
(
團
)
を

利

用
し
、

こ
「れ

に
そ
れ

ぞ
れ

の
産
業

に
關
す

る
事
業
…税
課
税

所
得
額
樹
事

業
税
商
業

課
税
所
得
額

の
比
率
を
乗

じ

て
各

産
業

の

一
人
當

り
業
主
所
得

・額

を
推
定

し
、
㎜第
十

一
.表

に
お

い
て

!

道

民

所

得

調

査

啓
ハ
料

の

分

析

●

、



.道

、民

所

得

調

査

資

料

の
'
分

析

・

求
め
だ

推
定
業

主

.

一68

c数

を

そ

れ

に
乗

、じ

ユ
一

て
各
産
業

個
人
業

主
所
得
額
を
計
算

.

し
た

の
が
第

十
三

.表

で
あ
る
。
た
だ

し

サ
ー
ビ

ス
業

お

よ
び
自

由
業

は
中

分
類
別

の
計
算
を

行

つ
て
い
る
か
ら

(
O
.H
・,署

ひO
i
密
)

・

こ
れ

に
徹

い
別

個

に
推

計

す

る
。

そ

の
結

果

は
第

+

四

ン

ラ

表
A

B

に
そ

れ

ぞ

(
(

れ

示

さ
れ

る

と
お

の

り

で
あ

り

、

こ

の

価

.
計

算

プ

ロ
セ

ス
に

業)(第+二 表)'(二.商

(1) (2) (3)
'

(4)
中 分 類

、

事i業 所 敷
構 成 比 牽

業 主 撒
37,565x(1>

二 人 當 り

業 主 所 得
,所,得 額

千円 千円

卸 費 業 8.95 3,362
、

1,101 3,701,562

各 種 物 品 小 費 業 3,16` 1,187 244 289,628

・ 版 ゾ 業

蜜 業

商

。 費 椰 立 業

業

動 取 扱 業

卜 計

0.51

68.35

12.85

4.58

0。57

1・・3 .1

1・e・e・1

192

25,676

4,827

1,720 .

214

387

37,565

462

244

132'

132

319

110

　

(301,341)

88,704
き

6,264i944

637,164

1227
,040

68,266

42,570

11,319,878

([)D.1.p65.;(3)D.1.pp.63-64.;
11,319,87830L34コ

=37

,565

 

出

小

行

椰

く

商

買

.遠

産

店

。。

合

露

物

倉

不

(第+富 表)

(4)

所 得 額

 

数
ゆ

)

表

3

主

一

(

+
業
第

業
額

)

り
等

藷

卵
』

主
税
差

撫

較

(

業
得

事
所

類分大

干円

261,865

2,362,441

8,468,079

136,929

728,789

223,041

550

10,453

25,781

710

6,718

1,542

円

476,119

226,006

328,462

192,858

108,483

144,644

1.58

0.7.5

1.09

0.64

0.36

0.48

業

業

業

業

業

業
」

毒

雛

 
鑛

建

製

,
金

蓮

そ

・
イ

ロ

ハ

永

ヘ

リ

　 ノへ

(1)・D・1・PP・・65一 蘇 但 し()塾 よびJJに 「報告」の結果 タリ筆者 におい

て 蓮i算 推 定 し7こ も の 。
.一

(2),301,341圓 ×(1)。
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(第 十 四表A)(ト.サ ー一ビ ス 業 ⊃

霧
畿 畷講 綾
査'勢 務 供 絵fi男

資

料

爾

分

析 、

④
22年 業主

激

(b)

23年推定

業主歎

、(c)

23年 男女

合計 一

(d).
一人 當 り業

主所得(サ
ンプ ル調査)

'(e)

所 得 額

(d)×(c)
1・

・撚 業倒
2,631

1,625

5,551

2.405`

1

7,956

円

550,593

千円

4,380,518

3.

周 旋 業1享

嚥 樂興行{婁

丘難 薬{婁

合 計

2,0994,429
5,804929

.1,375
!
4493

1111218

4871,028
1,188,108160

1,765'3,724
4,026204302

238,3981,383,662

ヱ76,954

1,548,650

120,530

19,642

11839,796

　
485・2541

騨721

(・)D・1p.s2.;⑤ 男2・11女1侮(・)燥 ず る;(・)a手IP頭 一6履;

(d)第+五 表 の 囚 』

(第+四 表B>(チ 。'自 由 業)"

戦 療衛織 婁
2.法 務

a罎 他の自

合.',計

(a)

3,824

1,458

317、

1,305

(b)

3,327

!,166'

・(c)

4,493

/
269

1,109

(d)

円

209,556

168,994

87,467

(e)

千円

941,535

45,459

97,00'1

1}083,995

;

お

い

て
は
曜栗
主

…籔

うず

、

の
推
定

に
あ
た
り

煉

.
わ
れ
わ
れ

の
假
定

痴

を

蚕

し
馨

と

謝
、

と
、
マ

ビ
不
業

鎚

に
お
け
邑
サ

ン
プ

αβ

ル
,調
査
結

果
め
計

女87

算

に
つ
い
て
既

に

　

ノ

男

燭
れ
た
こ
乏

き

(

劔

攣
難

鰺

研

(幻
)

P

す

る

こ

と

(
第

十

び專
、

五

表

)
の
他

に

は

、

お

昼

膿

擬
鞭

い
る
と
同
形
式

の

ω

④
・

方
法
を
そ
の
ま

」

踏
襲
し
た

ρ
で
あ



道

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

・

一170_

(箪位圓)

囚
一人當 η

平均業主

所得

27・163,4441

32,740,200i

550,593

238,398

176,954

24,983,894

△205,500

(24,7781394)1,548,650

3,077,404

120,530

f

(」1鮒

所得総額階 讐 盆劣紬 勲
ω

サン プ
ル 籔

(]70)

(第+五 表)

1中 勲 小騰

36,818,698

37,92五,014

3,8.36,7541 1,762,749

1(61,666.393)
2,802,765

4,i10,764

(6e913,529)

3,345,870

4,637,766

△46,500

3,326,743

874,159

(7,231,806}

〔439,654〕

27,797,562

1,034,499

3,383,996

553,956

8,773/166

914,160

9,655,254

5,180,814

2,074,005

543,105

527,002

2,813,668

1,239,999

306,592

600,456

5,446,423

40,001

197,046

95,941

9

2)i

230,445

36,207

37,643

262,700

216,436

41・3,333

 

49

54

'13
,936

300,228

236,801

3,077

ト

 

(

疹

14

(29)

〔2〕

13

ゴ

(16)

22

2

23

13

(60)

嚇

合

ー
 
L

麟

鱗

計
業
業
計

λ
,{馨響 萎

合

3.李 均

塩{撫 霧葉

計

業

業

業

他

計

眞

掃

.儀

の

、

合

爲

清

葬

そ

ー

1
翫

合

曾〕回 目 に第 五表BよvJ';3.勢 務供給 周旋業 はサ ンプ ル亭均 の まま取 扱

い うろ。;△ は マ イナス㊥
で/

(
28

)

る

。

・

,

926

自
由
業

の
法
務

お
工
び

「
そ

の
他

」
碇
男

女
別

獣
業
人

口
・な
知

ろ
デ
ー

タ
な
持

ち
あ
わ

ぜ
て

い
な

い

の
で
、
男

女
合
計

に
自
由
業
総

就
業

人
員

推
定

櫓
減
傘
姦
乗
じ

表
。
な

お
こ

の
傘

は
自
由

業

の
男

女
別

に
そ
れ
ぞ
れ
推
計

し
た
結

果

の
合

計

か
ら
逆

・算

し
て
み

て
も
同
様

に
O

.
八
五
、で

あ

る
。

27

一)
.卜

唱
や
ひ
ひ
ー
ひ
樋
に

示
さ
れ

表

サ

ン
プ

ル
調
査

.

の

一
人
當
り
業

主
所
得

に

植
H
.
や
昌
置

の
中
分
類

別

サ

y
プ

ル
調
査
結

果
表

に
諭
け
る
濫
(
所

得
)

マ

イ
ナ
.ス

(
人
件
費
)

に
等
し

い
。

し
か

し
既
述

の

ご
と
く

こ

の
丞
・
均
に
小
分
類
亭

均
な
輩

純

卒
均

し

て
い
る

の
で

、
正

し
く
に

サ

y
プ

ル
数

に
よ

ろ
加

詮
里
亭
均
な

と
ら

ね
ば
な

ら
な

い
。

,

28

勤
勢
所
得

中

に
含

ま

れ
る
兼
業
所
得

お
よ
び

個

人
業

主
所
得

中

に
含

ま
れ

る
内

職

所
得

(
第

二
表

参
照
)

に

つ
い
て

に
、
勤

勢
者

世
帯

牧

入

調

査

(
聞
.H
の
●)

の
札
幌

二
十

三
年
七
月

よ
り

二
十
四
年

・
三
月
分
迄

の
八
ケ
月

合
計
に
關

し
、
兼

業
牧
入

お

よ
び
内
職
牧
入
封

世
帯
主

一
人

當
り

本
業
牧

入

の

比
率
(

b

O

H
ρ
O
O
O

燭

ど
O
O
O
)
蒙

あ
、

こ

れ
ら

の

比
率
を
勤
勢
所

得

の
管
業

-(
第

二
・表
2

)
合
計

1
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に
乗
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
算
出
す
ろ

(
O
↑

娼
b
ど
で
b
◎o
>
。
一從

つ
て
非
常

に
ラ
フ
な
計
算
と
な
ら
ざ
る
な
え
な

い
が
、

現
在

の
と
こ
ろ
資
料
の
關
係
上
や

む
な
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
衰
だ
し
勤
勢
所
得
に
過
太
ム許
債
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
爾
者
に
も
そ
の
過
大
.評
債
が
若
干
影
響
な
與
え
て

い
ろ
こ
と
を
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・

転

・

以

上

の
結

果

を

「
報
告

」

の
結

果

と

比
較

し

て
み

る

と
、

個

々

の
産
業

に

つ

い

て
そ

れ

ぞ
れ

プ

ラ

ス

・

マ
イ

ナ

ス
の
差

が
存

す

る
わ

け

で
あ

る

が

、
'綜

括

し

て
個
人
業

主
所

得

に
過

小

評

慣

が
あ

つ
た

の
で
は

な

い
か

と
思

わ

れ

る
。

い
ま

こ

の
個

人
業

主

所

得

の
過

小
評

償

と

先

に

蓮

べ
た
勤

勢

所

得

の
過

大
評

償
と

を
併

せ

て
考

え
る
な

ら

ば
、

『
職
後

に
お

い

て
は

分

配
國

民

所

得

の
う
ち

個

人
業

主

所

得

の
し

め

る
ウ

ェ
イ
ト
は
最
獣

穴
で
あ
り
・
勤

勢

所

得

幡

こ
れ

に
つ
い
で
第

二
位

に
な

つ
で

い
る
が
・
本
道

に
お

い
て
は
こ
れ
が
逆

に
な

つ
て
い

(
29

)
る
』

と
分
配
遁

民
所
得

の
特
質
を
規
定
す

る
こ
と

に
樹
し

て
、

い
さ
さ
か
疑
問

の
生
す
る
余

地
が

こ
こ
に
護

生
せ
ぎ
る
を
え
な

い
。
職
後

の
分
配
國
民
所
得

に
お

い

て
個
人

業

主
所
得
と
勤
漉労
所
得

の
構
成

比
率

が
増
大
し
た

こ
と
、
特

に
前
者

の
増
大
ぱ
著

し

い
も

の
が
あ
ク
、

嵐

(
30

)

そ

の
後

爾
者

の
差
.が
次
第

に
狡

ば
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う
傾
向

に
封
し

て
、
北
海
道

を
そ

の
例
外
も

し
く
は
そ

の
よ
り
早

い
進
行
段
階

に
あ

る
と
す

る
こ
と

が
正
し

い
か
ど
う
か
、
わ
れ
わ
れ

は

「
報
告

」
ど
同
形
式

の
計
算
方
法

に
依
存

し
な

が
ら
も

な
お
そ

の
基
本
假
定
を

若

干
…攣
更
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
ぎ
な
問
題

に
ま
で
到
達

せ
ざ

る
を

え
な

い
の
で
あ
る
。

＼

麟

娠

繍

縫

　禰撫

比
.率

は

下

の

ご

と

し

。

㈱

篇

に
ょれ
喫

難

帖遭

民

所

得

調

査

資

料

の

分

析

訪
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道

民

所

得

調

・査

資

料

の

分

析

弓

個
人
賃
貸
料
所

得
は
田
畑
小

作
料
と
個
人
分
宅

地
地
代

お
よ
び
家
賃

と
か
ら
な̀
る
・
た

だ
し
生
産
用

に
供

せ
ら
れ

る
自

己
所
有

の
宅

地
・

せ

ヒ

ソ

家
屋

に
關

す
る
地
代
お
よ
び
家
賃

は
、
既

に
個
人
業
主
所
得
中

に
計
上
さ
れ

て
あ
る
と
み

て
そ

の
分
を
控
除

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
以

上

の

各
項
目

の
推
計

は
從

つ
て
お

の
お

の
の
軍
償
と
そ
れ

に
乗
す

べ
き
総
面
積
、
お
よ
び
法
パ
〔分
と
更

に
個

入
所
有

生
産

用
分

に
つ
い

て
修
正
・

蔭

ず
べ
婁

多

を
得
る
を

に
よ
つ
て
饗

れ
よ
う
・
器

に
3

て
は
田
畑
小
作
料
は
サ
ン
プ
ル
調
葎

よ
り
、
地
代

・
家
賃
は

生
産
所
得

の

「
無
業
中

の
財
産
所
得
」

の
推
計

(
奉
稿
註
15
参
照
)
を
利
用
す
る
。
紹
面
積

に
關
し

て
は
、
小
作
料
支
彿

田
畑
面
積
を
二
十

三
年
度
耕

地
買
牧
面
積

の
四
割

と
年
度
末
淺
存
耕

地
面

積

の
合
計

と
し

て
推
定

し

(
O
・図
ら
齢ひ
。。
)
、
宅
地
お
よ
び
家
屋

の
総
面
積
並
び

に
專

用

●、併
用

。
生
産
用
別
面
輪
礎
す

べ
て
前
記

の
生
産
所
得

に
お
け
る
推
定

を
利
用
し

て
い
る

(
戸
巨
娼
や
δ
i
鋸
)
・
地
代

●
家
賃

の
修
正
は

、

そ

の
個

人
分
比
率

と
し

て
そ
れ

ぞ
れ

。
騨
㎝
戸

(
二
十
二
年
宅
地
調
査

に
よ
る
)
お
よ
び

刈痴
雛
刈

(
道
統
計
課

調

.一
十
三
年
佳
宅
調
査

に

よ
る
)
を
と
丸

更
に
生
雷

申
借
地
・
袋

分
峯

と
し
て

詐

三

+
二
年
宅
鶉

査
に
よ
る

灘

+
騨

)お
ま

、。郡

.。
碗̂

採

用

し

て

い

惹

。

(
P

H
・
℃
や
謡
ー
お

)

ー

b

、

31

地
域

別

・
地
質

別

サ

ン
プ

ル
に
よ
り

反
當
吐
實

牧
小

作
料

な
計
算
す

る

(
b
』
・
娼
や
ひ
O
l
刈
O
)
。
な

お
反
當
り
實

牧
小
作
料

に

つ

い
て
9
(
,
O
O
)

の
サ

ソ
プ

ル
集

計
表
で

に

誤
O
顛
刈
囲
、
(
や
自

)

の

一
覧
表

で
は

目
O
も。
輌
刈
屈
一、

(
や
ひ
Q◎
)

の
設
明

で
は

H
¢。
O
。鴛
濯

と
な

つ
て

い
る
が
、
後
者

が
正
し

い
。

32

・併
用

宅
地

・
家
屋

に
そ

け

二
分

の

一
な
滑

費
用
、

他

の
二
分

の

一
存

生
産

用

に
供
す

る
も

の
と
假

定
す

ろ
こ
と
は

生
産
所
得

の
揚
合

と
阿
様
ノ〉
あ

ろ

ノ

も

、

が
、

・
こ
、で

に
生
産
用

分
も
あ
わ

せ
て
推

計
す

る

の
で

衣

の
ご
と
き
形
式

に
な

ろ
。

〆

罵

ー

誘

燐
諒

…
…

(
鞍
誌

十

噸
導
曲

)

x
酋

〉
φ

洋
秘

、

鼠

諏
…

(
爵
騰
、誼
十
騨
蕪
誼
)
壷

導

嚢

轟

(
苧

擬
)
譲

樹

.

　

碁
沸
♂

C
A
言
凱
煽
…
…
諺
灘
曲
十
臨
瞭
油

、

、

、

お

二
十
三
年
佐
宅
調
査

(
二
十
三
年

八
月
二

日
現
在
遁
統
計
課
)
に
よ
れ
ば
居
住

々
宅
の
所
有
別
割
合
は
ω
持
家

曾
』
劇訳

回
借
家

旗
鉢
e。
獣

凶
絵
與

幽

・

亀

、
⑳
、・。零

あ
る
.
從
つ
て
、
到

乱

卦

-

、。
離

、

、
更
に
給
與
住
嚢

人
所
有
佳
宅
と
み
な
し

§
櫃
輩

晶

.
課

、

.

¶

箇

〉

轡

富

督

と

な

る

。

(
一)
●h
'
昭
●樋
e6
(
榊
貯
)
)

「

-

-
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個

人
利

子
所
得

17(

に

つ
い
て
は
預
貯

金
利

子
拡
年
度
間

個
人
貯
蓄
額

に
亭

均
利

子

率

を

乗

じ
、

魅
債
利

子
な

税

務
統
欝

に
よ
り

そ

の

総

額

を

求

.
め
、

こ
れ
ら

に
個

人

分
比
率
を
乗
じ

て
算
定
し

(
b
摩
認

レ
虞
)
、
叉
個
入
配

當
所
得

お
よ
び
法

(
34

)
、

人
所

得
は
税

務
統

計

(も
や
録
!
誤
)
、

一

官

公
企
業
所
得
は

瑠

道
市
町
村
螢
企
業

一

の
決

算
書

に
よ

り

(第十六表)
～

ε

'分 類
サ ン プ ル 敷

'

母集團囎 個敷

農'業 r(耕 作 規 模 別)
、

勤勢所得 業主所得
↓ ↓

巳
、

(a)
1町 一L5町

1.5-2 1}騨
17,347

馳

15,158、

・湿
P、

ヒ

2-2.5 12登2 16,337

2.5-3 1010 15,831

業

業

業

スピ

由

一

商

サ

自

/

'小 作 料

3--5

5-10

10町 以 上

生産所得 の揚

同

(申 分 類 別)

讐 療(私 督)

法 ・ 務

そ 砂 他

(…著述,藝 術遊藝,そ の他)

田

畑

(地域別、地質珊)

3i3950,863

46r4640,758

171712,126

(136)?(136)(168,420)

合 と 同 じ

上 ・

(b)L

2505,282

'48317

451,305

46

(64.27反)

58

(107.94反)

(c)

(156.160反)

(583。480反)

(・)・23鞭 農働 實績調査鳳 礁 家廠 砿22年 膿 旗 ンサスの

規 模別構 成比率 に よつ て按分 。(D.1、P.53) 、,け

(b)22年 事業所 調査 に よう事 業所敷。、

(e)サyヲ ル総反数 と田畑小作料支彿 面積 の反 敷 とな 、参 考 まで にあげ

たのて あ る。(PP.68-70)・
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そ
れ
ぞ
れ
計
算
さ
れ
る

(U
・Hら
●ま
)。

-

…

、・

34

法
人
留
保
所
得

の
計
算
は
次

の
ご
と
琶

シ
エ
L

マ
に
よ
る
。

(
齢
里
豊
醜
畿
盤
+
露
謹
確
〉
罎
弾
冷
)
ー
(
囲
瞬
恥
闘

+
擁
瀞
織
盛
+
欝
盛
跨

+
藩
聾

確
〉
澄
弾
紛
吟
囲
)H
確
〉
囎
穣
導
お

〔欝
温
騨

π
燈
鋳
理
瀬
黒
お
劃
瞳
蹄
G
確
〉
鵬
紛
}滞
富
蟄
瞭
π

h
"
豊
鴎
瞼

π
蹄

叫
劔
魅
瀞
紛

㊦
い『
楊
。。o。
娠
獣

餅
蟄
醜
跨
蝋

言
滞

q
パ
驚
満
唖

"
〕

(
O
』
ら

●誤
)

最
後

に
分

配

道
民

所

縁

調

査

に
あ
た

つ

て
利

用

さ
れ
た

サ

ン
プ

ル
調

査

の
サ

ン
プ

ル
藪

、
、
お

よ
び

そ

の
母
集
團

の
総

個

数

と

思
わ

れ

る

も

の
を
参

考

迄

に
示

す

と
第

十

六
表

の
よ

う

に
な

る

が
、
生

産
所

得

の
サ

ン
、プ

ル
調
査

と
同
様

、

こ

の

サ

ン
プ

ル
敏

の
決

完

器

よ
び

選

定

に
は

嚴

密

な
科

学

的

根
擦

が
な

か

つ
た

の
で

は
な

か
ろ

う
か

と
推

測

さ
れ
る

の
で
あ

る
6

.

"

「

"

7

'四

・

　

コ

ヒ
ガ

以

上
主

と
し

て
推
計
上

の
問
題

に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
と
こ
る
は
、
決
し

て
道
民
所
得
調
査
資

料

の
利

用
橿
値

を
不
當

に
輕

覗

し
よ

う

と

い
う
意
圖
を
含
む
も

の
廼
は
な

い
.

い
う
ま

で
も
な

く
、
・す

べ
て
統

計
姿

料

に
樹

す
る
盲
信

と
輕

覗
と
は
共

に
非
建
設
的
な

し
か

し

て

非
灘

的
な
態
度
で
あ
り
、
資
料
の
利
用
限
界
な
り
整

條
件
の
意
綾

り
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
か
之
つ
て
そ
の
利
用
櫃

を
高

あ

る

こ
と
に
な
る
も

の
な

の
で
あ
る
。

.

、

,

お
そ
ら
く
残

さ
れ
悦
多
く
め
問
題
を
こ
十

三
年
度

の
分

に
限

定

し
て
更

に
追
究
す
る
こ
と
は
、

現
在

の
段
階

で
は
不
可
能

に
近
く
か

つ

無
釜
な

こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
二
十
四
年
度

・
二
十
五
年
度

と
吹
第

に
基
礎
資

料

の
整
備

を
ま

つ
て
、
新

た
な
推
計
的
観

黙
か
ち
再

び
ま
た
過

去

の
實
績
を
ふ
り
か
え
つ

て
み
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ね

ば
な
ら
な

い
。
そ
し

て
又
、
少
く
と
も
孚

ケ
年
位

の
ズ

レ
を
持

ち

つ

玉

こ
の
作
業
が
糧
績

し
、
断

之
事
そ

の
成
果

が
公
表

さ
れ
る
こ
と
は
、
道
民
所
得
費

料
を
利
用

せ
ん
と
す

る
各
方
面

の
ひ
と
び

と
の
誰

慰
が

望
む
之

と
で
お
ろ
う
。

之
の
よ
う
な
將
來

へ
の
進
歩

の
た

め
の

一
つ
の
原
動
力
を
與
え
る
も

の
と
・し

て
、

こ
の
種

の
作
業

に
野

す
る
ひ
と
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び
と

の
關

心
を
廣

く

よ

び

お

こ
す

こ
と
も

ま
た

忘

れ

て
ば
な

ら

ぬ
重

要

な

事
柄

で
あ

る
。

本

稿

の
意

圖

す

る
と

こ
ろ
も

そ

の
黙

に
か

か

わ

る
も

の
で
あ

つ

て
、

か

つ
結

局

は
そ

れ

に
甕

き

る

と

い
え

よ
う

。

從

つ

て
も

し
も

、
既

存

資

料

の
極

度

に
乏

し

い
中

に
か

く
も
建

設

的
な

作
業

を
縫

績

さ
れ

つ

つ
あ

る
調
査

澹

當

者

の
勢

苦

に
野

し

て
、

い
さ

さ
か

で
も

こ
れ
を

な

い
が

し

ろ

に
す

る

か

の
ご
と

き
言

蹉

が
本

稿

の
叙

述
中

に
あ

る

と
す

る

な

ら
ば
ガ

そ

れ

に
全

く

表

現

の
至

β

ぬ

た

め

で
あ

つ

て
筆

者

の
本

意

で
な

い
こ

吉
を

」
重

ね

て
誤
解

な

き

よ

う

お
断

り
し

て
お

か

ね

ば
な

ら

な

い
。

,

(
五

一
・
四

・

嘲
四

)

侭
追
補
)

六
月

二
+
三
日
に
開
催
さ
れ
五
道
民
所
得
調
査
委
員
會

に
お

い
て
、
昭
和

二
十
四
年
度
分
配
道
民
所
得
調
査
推
計
結

果

の
最
経
的
な
検
討
が
行

わ
れ
た
。
筆
者
も
そ

の
會
合
に
毘
席
す
ろ
こ
と
な
許
き
れ
、
本
稿

執
筆
當
時
明
ら
か
に
し
え
な
か

つ
六
調
査
上
の
諸
事
情
を
若
マ
知

ろ
こ
と
が
出
來

恥
。

そ
め
結
果
、
本
稿
申
に
補
正
加
筆

し
喰

い
個
所
も
あ
ろ
の
で
あ
左
が
、
①
併
立
的
な
費
料

の
存
在
な
尊
重
し
、
叛

つ
一
磨

の
吟
味
と
検
討
潜
参
考
迄
に

與
え
て
み
ろ
こ
と
、
②
奉
均
額
及
び
奉
均
率

の
計
算

に
お
い
で
、
李
均

の
亭
均
を
と
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
つ
て
、
総
額
に
ひ
き
戻

し
て
考

へ
ろ
こ
と
、

側

診

プ
ル
墓

の
基
礎
姦

確
与

み
こ
と
が
望
ま
し
い
・
と
い
う
筆
者
の
意
圖
そ
の
も

の
髭

何
ら
響

は
塗

、
再

本
禁

既
昂

刷
所

ノ

へ
廻

っ
て

い
た
.と

い
う
事
清

か
ら
、

加
筆

を

憎
切
差

し
控

え

る
こ
と

に
し
穴
。

.
ノ

表
だ
、

生
産
遣
民
所
得

額
に

お
け

る
集
計
計
算

上
の
誤

り
、(
本
稿

註
2
参

照
)

は
、

そ

の
後
総
合
開

獲
委
員
會
事

務
局

に
お

い
て
訂
正

さ
れ
、

農
産

計

二
二
、

三
四
九
、

七

五
九

千
圓
、

農
業

二
五
、
六

三

二
、
五

〇
九

千
圓

、
生
産
所
得

総
計

=

一二

、

七

一
七
、

八
七

三
干
圓

と
公
表

さ
れ
た
こ
と
、

叉
分

配
道

民
所
得

額

(
本
稿

第

二
表

)

に
お

匹
て
・

水

産

業

勤
勢

所
得

四
・

一
八

一
・

三
三
七

千
圓
・

同
個
人
業

主
所
得

四
、

九
七

一
、

七

五
〇
千

ヒ

を

の

タ

ド

ぎ

圃
、

自
由
業

個
人
業

主
所

得

一
、

五
八
三
、

五

一
六
千
圓

、
彊

配
所
得
総

計

ご

二
〇
、

八
六

二
、
・
二
九

〇
千
圓

と
訂
正

公
表

さ
れ

る
際
定
で

あ

る
こ

と

な
附
認

し
て
お
く
。

邑

、

一

一175一
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